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げ 認 知 場（
る 昭 可 事 合
書 和 又 が に
面 四 は 必 お
と 十 変 要 け
し 三 更 と る
て 年 認 認 災

水 隣 め 砂 号 の け
質 に の 利 に 防 る
へ 飲 措 採 該 止 当
の 用 置 取 当 の 該
影 水 場 す た 車
響 に 内 る め 両
を 利 の 場 の の
防 用 ゆ 合 措 走
止 し う に 置 行
す て 水 お 速
る い の け 度
た る く る の
め 井 み 災 減

ら 置 の 砂 及 よ 第
国 散 利 び る 一
道 水 採 積 囲 号
、 、 取 込 い に
道 ト に み 柵 該
道 タ 伴 の 、 当
又 ン う 工 危 す
は 塀 騒 程 険 る
市 等 音 で 表 場
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村 設 防 用 札 に
道 置 止 す の お
に 等 の る 設 け

す る
る 者
も を
の い
と う
す 。
る 以
。 下
同
じ
。
）
に

日 組 十 措 で
合 二 置 き
に 年 は る
よ 法 、 書
る 律 次 類
保 第 の
証 百 各
八 号（

申 十 に
請 五 掲
者 号 げ
が ） る
埋 第 い
戻 三 ず

次 建 通 可 め 害
に 商 に る の
掲 設 産 係 措 防
げ 業 る 置 止
る 省 省 申 と の
書 請 す た令
類 書 る め第
を を 。 の一
添 い 措号付 う 置。し 。 は以な 以 、下け 下 第
れ 同 一「

の 戸 上 害 速
措 が げ の 等
置 あ を 防 砂
る 必 止 利
場 要 の を
合 最 た 運
に 小 め 搬
お 限 の す
い と 措 る
て す 置 車
は る は 両
、 等 、 の
水 地 次 通
質 下 に 行

通 の た 機 置 る
じ 措 め 械 等 災
る 置 の 設 砂 害
私 等 措 備 利 の
人 砂 置 の 採 防

利 使 取 止（
土 採 用 場 の
地 取 時 内 た
改 に 間 へ め
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区 う 制 関 措
等 粉 限 係 置
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同
号
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止
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を 第 か
履 一 の
行 項 保
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事
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道
海
北

省ば じ 項
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２ 第
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市 請 式 計 の 類 三 を

む 及 堤 外 次
。 び 又 の に
） 飛 は 立 掲
の 砂 ト 入 げ
管 の タ り る

２
二 一 る 三

た 書 申 い 地 じ
埋 前 前 類 請 前 う の 。
戻 項 項 を 者 二 。 所 ）
し 第 第 添 は 号 ） 有 が
契 二 一 付 、 に 者 、

の
措
置
に
つ

二
き（

土 金 な
い地 融
場の 機
合所 関

所名人の

住氏法そ登

様
れ 平 を第

る 成 加２砂
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及 年 数係
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所 出 第 可 請 げ る
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書 に に な 可 す 対 請
等 掲 掲 け 申 る し 者
の げ げ れ 請 保 て と
写 る る ば 書 証 負 の
し 保 保 な に 措 う 契
、 証 証 ら は 置 当 約
金 措 措 な 、 で 該 に
融 置 置 い 省 知 埋 基
機 を を 。 令 事 戻 づ
関 講 講 第 が し き
の じ じ 三 適 に 申
保 た た 条 正 係 請

に有 に
北者 よ
海が る
道申 保
砂請 証
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工申と
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組者一
合がの
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二
〇
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っ し げ を 土
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地者 う

。 の 。
以 所 ）
下 有
同 者
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／
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縦
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台
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２３

変
の由 の

画理

北 海

利す認認認採 砂ま
し１

取内年場 可 採。可可取

日間地 第在 月 法容期所

道 公 報

様
事

知
道

海
北

第

こ

道付る

海りす

北は印

証）

入欄と

収け

号

４
第

記
別

平号
成様

十式

三
年第

六

の
画 容

計 内
の取

更採 ６

容
内 に年 定

規年 の
項

１
第

条

認日 の
次日 、月 り

よ月

そ
は、

又は
名て

住氏っ
及代

称の
名

更
変

画
計

取
採

利
砂

紙消
××××

月条

二関

十係

九）

日

金

曜

容
内

る
す

と
う

よ
し

更
変

お可 と
の第

画年 計
取

採号 り番

表

を
可号日 認

の
更月 変

所あ名
に氏

人の
法者

び

録 理可

整審受登認

月
年

号請

月 番結番申 年 理査

月
年

書

号果日

日

し 北

大た

７

海

規意平 道

模見成

契

告 約名所

小及 示 に在

売び年 第

店同６

関称地

す

舗条月

４５６

請
申

る

契一一平 落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年 名所額

手入入北

日

円方札札海

平落経落平落

次

１２３
者

と成札営札成札

の

に管を お

定６氏

り年係理決年の

月特スし月名

一６るシ

日

般
海
北

道 注

告 ）

示 １２３

第

こ×氏

の印名

立第 号 事北北
道道法項

務海海地２日

担保札の

を
す福市成定

当健幌平規
に る祉中

織道区法り

組部央年よ

名病３第べ

の立北律述
ら 称院条

株新をの道
及管西号れ

会市定告示

式潟決公告

社米し第

山た

２手

丁続号

ト１
ッ地
ネ番

イ５
ア目

及 定テた 競

務及住

争日役ム日日び

称務

に名財

札のび所

入
札数シ

落び計

り及会

よ
定構

決ム

をテ

者量ス

号

を

のは載

紙欄記

用のの

大、告

行

はしで

さ入署

き記自
と合

本こ場

日いう

、な

理６）た

規お

業。に

工

在目８見

所室丁第意

び

、
項は

１要
第概

地条の
り
よお

にと
定の
規次
の

託

。委

たの

し築

市で
り

格い

堀
事
知

道
海

北

務
業

て

す押

と、

４は

示

と
こ
る

す
略

省

。を

る印
が

二
一
二

達

取
聴
ら

か。
村る

町あ

。
る
き
で

也



１ り域

平届

大なの月

規お生

模、活日成出

平 事 小同環ま

成 売法境で年項

十 店第のに６の

三 舗８保北月概

年 要 の条持海

六 設第の道日

北 海

北

大 海

規 道

模

関

告

小

縦平す縦午

示

売

覧成る覧前

第 法時９ 期

店 間年律間時

舗 ６か

立 号

和午地

月昭ら

道 公 報

４５

法見見縦北北

同意意

さ８書の覧海海
経渡

ら函条の縦場道道

２出済島

に館第提覧所
地庁

設一項は部支

、市
置般のな

第

大北札市意な

名
２３

市村な、

規海幌町見お

模道

ら望物

小リ中かし要建
置

店シ区聴と設

売ー央
グ通して者

舗ン大取し

を

号

模昭市

規館館

大函函

１

丁

店ウ１

売タ和

小和昭

のプ目

舗ン

月 置２た後

二 者項め志

十 かの配支

九 ら規慮庁

日

き労

更にべ工

変定す商

いき項課

つづ事働

に基

金

届当つ到

て、にに

曜

が大てす

出該い着

後法 日
年５

成

金法時平

）律
か第分
ま年 ら

で法
第 ） 月律 号 ７
に 日
定号 規

規し域商

る ）附 す 月）

業労

、棄定。産工

後廃
り観

問処よ課働

諸物に

生本べ課

が基述光

題理
意

場」た

た画れ

じ計ら

たが
は守の

に遵見

合を

見慮

置ス６意配

設シ西
概べ

るム目のす

すテ丁

者株

項

氏会１事

の式－要き

名表基

は代に

又」

名社

及締い

称取づ

名ラ
在か 所ほ び１ 及－ 称ザ
地

日

をう

っ模見よ

あ規意る

店す出北

。売有提

た小

こ知

を者る道

舗るす海
堀

す書が

置、と事

設は
。

がよる

者にき

る面で

を５ 日 で第 休 ま則

そり

項 。 日１ く 曜第 除 日条

及に

日定

曜規

土の ） 、

要

、し概

民、

国り

びよ

策い
対た

にき
急頂

早て

た
い
た
き
頂
て
じ
講
を。

並協

所長前

住社事

び役

容

法子内

に孫の

び我議
し

っ守

あ遵

に一を

人健

事
知
道
海
北

代頂

はて

て

也

周成
の平達

堀

辺
地年

祝の

の次

トグ

ォン

フキ

にお

日と

西

パ

イ月村ン

マ花谷中エ

。

カ堂正生

成記大は小 変平上て
ア

更

規代売 変す
７変小者

更る年の模表

氏。

のい

者た

表き
後年

更規規

代大余余変大大

表規市市

小更

取模サ郡し模模変

う売売前

締小テ余よ小

也
達

役売ィ市

会市

規式幌

大名株札

氏

エ
リ
ク 売ヤ央

小社中

模

締社

取役

表締

代取

ト
イ

ル男花イ

刺田

江山

役長

代西代代

道
海ー

北店ア

取取取取

表表谷表表

代
役役男役役

締締正締締

川田村下

大長坂中山

社

に店氏

）月月更売の業

午るに

日係舗名者 日６
以て代 ９のい

後もお名

を
事業者

の売

表 外小

時

町と店店）

・ う
行職 項

るのに

大舗黒す舗舗

店

後

名町事施お午

川の川
項設い 京称

目運小時

子及丁のて８

営売

び
所
地１法をだ

在番方業た
者間

か関う年

ほに行し

をイヶ

舗ダ旭

店マ区

す

目

す産丁

置斗四

設北丘

名号

氏７

の番

者４

る業

７東番

吉雄

文幸

家

は
又

札

品

市７都号

号幌番京９

白号二 石川一 区区三

祐榮敏準

幌反

札五

東西

小余余札

一子幸平

札

市町町市

幌号樽市市幌

穂沢川区

白稲富大北

市
区２町町北

石
本丁６３

２目目西

通目丁丁条

名
は住

又
名名 氏

の氏

者
び
並

所
住

び
及

称

るの
刻９

時後

項店午

事閉日

び
並
所

住
び

及
称

名

）
時

条２

５田 っ
あ

に
人

法
に

丁目

２丁

目

５ 丁番

丁
２ 地 南号地目 番 目７番

っ
あ

に所

人
法
に

番番

１

の
者

表
代

は
て



出成出

届平届

２３
書 年
日６の

駐入荷午月年等

場口ば７月縦

車りさ前

覧 の３き時

自カ施か日

北 海

エ
規大午来午

大

廃

模規前客前 棄

が６ 小模 物

売小時駐時 等
の店売車

道 公 報

イウ
大 大

荷 駐 規駐 規

輪台さ 模車台 模
売売ののき

小小場場ば

店店収収施

第

ラワカ貴路

ムタナ三出

シ店

ターニ商

号

平ヤ 成ー 十ン 三シ 年ョ 六

お後

車・に午

動所設ら

入３て時

出口い８

の出
数ば

の所さで

口カ荷ま
こ

う
行

を
き

舗だをか

保舗店た場分
用午

施施にし利ら

管の

等のい年す後

設設お、

の運て間る
こ時 容営小

量方売日と
き

にを前で

法業午が分

者）時

すう時る

関行９

の台台の

舗舗容容設

る

の

店設積

の施数数面

内

す

合関

のに

積置

面配

舗 表

代取代代代

項
事

る

計

締

取役取取取

表締表表

出

役長役役役

締社締締

良

田藤西村路

村近中木

ッ

晃四和雅

月プ 二藤 十
九代 日

役
締

取
表

金

戸
藤

曜

間

帯
間
時

る
き

で
が

と 貴

巨敏

刻
時

店
項開帯

事の

札三鳥東余

啓郎弘

札

県都町

幌 幌号久取京市
川

白 厚ル鳥豊大

市 市ビ

３ 区 区市区町 石 別取島

目 水 別安池丁 菊 厚富東

６ 南２袋

２丁３

２

丁目－番 条

日

区
稲
手
市号

幌５
札番

弘
条

６
田
前

事覧 北

道業そに 海

営変の供平 道

土更関す成 告

地計係る 示

改画書。年 第

良を類６

定は月

よ 北

土り退平 海

、平成 道任 地
石成 告改年 狩 示良

月 川年 第法
水６日

系月

成任

と平退

の就就退

次

の

お
り

地

の月
員６
役年別任任

４ 目

番－ 丁

番目地３
北

土 海

地 道

改

関

告

良

縦平す縦午

示

法

覧成る覧前

第 法期９ 期
間年律間時

昭

２
目
丁

６か

後

場道道

覧海海

縦北北
済志

所経

北め、 号

渡

地道

島。海

渡た北日

備

地に

間庁

山支

中島

区

昭

整い

合置

総え

域

土 号和
地日理理

事

律区監

法良・

年改事

合の

第連
か別事

次氏笠 第
、 ）
ら 号

の谷

就平同

と 条

就
任日退成

及任

び年

退月

任日
の が事

出理事監同

届
の

た
っ監別事

あ・

和 号 月昭ら

和午
後年 日
年５法

）律１第

金法時律

か第５
分号 ら

ま 号）

）第 月で

に
定第

規条 日

業労
産工
域商
地庁
部支

、

備て

課
課働

業成

農平

用

２道

水月海

排７北

用年

堀

）ら

道か事

農日知

、
）

い
り名市 お

お義 に

事日

退川 用
の住旭 準
員 て

役

鷹 同
の海東 る
任北市 す

が事２ 第
出知栖 法

届道

あ線

条っ堀

正
嶋野

氏川坂

。

た号 第

川

道住滝同

海
北
名泰彦

乙乙

堀部部
江江

事市

知

月す

定

日規 で休の まる項 ）
を

、。り 日くよ 曜除に 日

土 及乙 日部 曜江 土）、

び

二
一
四

也

地般

土一達

の、

業間

良縦

改の

。
項

所６

也の 定

地 規

達番 の

町町

に

達

国地

所２１

也地地
番番

にら 日か 祝区 の良 民改
、



３
筆口

試アイ

平 験必選

成

記述十 の須択三
年

方項項 試試六

北 海

１２

成験試試

成平試試

平

期 年

び験

北６及験 度年日験
試地

海月

場 道
林日験

道 公 報

海
北

の道 範告 囲示 内第 で
補
助号 す

第

務そ水水じ安制

通と体
整

助又の産産て全の

補

産効備

金は目基基水で

整整資率を 等事的盤盤

のは備備源的図 を業又

事事のなる 交

号

北

北 海

海水 道

道産 告

が林 示

平務 第

成部
所

年管 号

度分

月
二 法験目目験

十
九
日

業林、会

林い林森ち社
験識

改行一保受常

業て
指。に、者そ

良う般護

金

員す林選他

導関森のの

曜

し基能す業

とる機択林

受

指
良

改間等地所

業時

導平函
市験票

員成館受験

資
試９札数よ

格年、者に

を９市よ通

験月幌にり

の旭試す

次日、り知

業業持水た 付名趣

。
る
、 る及

の続産め す称旨

算

事び施利供予

実的物

象
対

助村
町 補市

を用給 補）

て３

いの

おそ

に

者 る
す

付
交

を
等

金
助

日

必的全１良

て礎保る改

な識林目導

要知、項指
て

に特し

業、と

林産員

及な

る産要

す林必

関用

び業に

及林力

術び能

技

お）市地。

と日川験る

走更

実前網変

り午、を
、る

す海時市す

施北９

る道

が

事か広と

。知分帯こ
）

５。

後る

堀午あ

ら市

に

時

産場

る水漁水漁

げ費

掲

源境

の物漁資環

も産港
基能境全

給機環保

供場

事事

整度備造

盤高整創

は協場象

又業る対

備化

組にな

町市同合と 補市

け事

助が村合おる

村町

当に

産水対る業

水がに

す

盤基て該要

対基産し

備整該業る 象

整盤当事

事
は

又
務

事

事備事又経

つ

、
費
経
象
対
助
補
、
業

う行

にのて

識械い

知機

日２教の

る期がアイ

つ

育、

育ま年国育教国

教

上地に機地

機で以、法

ま

に、に方よ関方

関に

４
也
で
達

の学者の短

受次下たみ

校短又も

大当

大 験か教期はの
期

法学該

学 ら育

費補
業合費費

事統業業

業
事
助

６
内内

以以

５７

のの

分分

業費当の 経

業事業は費

行補補ち

行をを該う

を

すの次

場う助助、 費う 等
率
助
補

等
率

助
補

合漁

と成
の平
次
を

お

公るに公

め月
定６
り年

いのす共高お共

お次達

学る体

てアる団等け団

しのそ校林そ

林若も体

にくの業の

業

法等関法

関は他中に他
る格

るの人教す人

すイ
規務を学試を

正職格育
すの研す

のに有校験有

は 資ま」課

又
課従

林 の和いを

森 で昭と程
う修法 格い

行 れ法）る

施 ず年。め

に第除の

令 うか律を者

。

くう昭 該
す））、

和 当号。ち

政 者よお験

年 るにに試

交付類共共水水別
式

式

第第指

付す通通林林に

１８示

申べ第第

請き

様様る

書関号号号号す

書式式式式様

に係様様

に

実付類共共水水別

添

第第第指

績す通通林林
１９示

報べ第

告き
書関号号号号す

る

又団

程事る後究る

。日

修た体課は体

をし団期
林を育お

め期の程教に

にむる

卒又業含け

て間
しこ関。林

業は

二 たれす）業

一 者らるそに

五

、期験他す

での試の関

業を究れ技

卒間研こる

第 あ大て実

令 でるいの

る学林施

こ業期

。法関か）

と同に日号

第すら第

る起
て農

の規しの

条正算条

規程年水

に課１林

２の

係様様様様る

程を以産

提提

添書式式式式様

に

及部期出 交出限出出
提

、提

申数び数限先

付部

る庁

書提出正別す支

請
提期２指日

の出先副に

ら術

堀
事

知
道
海

北

部示

同つ

試算関とに

後通機
以て

のたは等い

験し又

内大
施間校上の

実期学

大て卒の

るめに臣

す修
業見定

学卒業指

也
達

要
摘

以し込す



７８

格

験真氏

受写に
面合そ

希名
６撮発

地近びの 望最及

連か影

・

北 海

望４た再

添希し

アイウ

受 付歴終地の期度

履最
校連験に験

書学・受間

先格い等 書卒絡資つ者

業

道 公 報

６
書

出願
提験受提

を受
書

期 と付
こ受出

るの付 す
。期

第

卒

５

証

のため受４、業

者受、明

験 実期前たの

書 資 施間３
６に資に及 格

期が号験
げ履

者 ま年掲格掲び

日

る歴 の で以げの

に上る

号

普学程
規

平及校
成又教昭
十は育和
三指法

年導に年
六

先以月表他

絡月年

よ文

合業おて

入にを

記内日

を影署格振い行

票撮自

課公。

除しす発興てう

。正こは、表

くたる表
。平支る

）面と、各す
経と

つ上）成庁と

に、
い半

受、

証記のてで
資験

書票又験受

類明入

格資

、は
該有を

話業にを格

電卒

するす

号込当す有

番見
証
明る者る

、にあと

－書者でこ

検あるが

印札北

提
び

及間先

間

－

出平曜

市用道

先成日の幌専海

はあ 及

央便産

び年除る中郵水

月。の区番林

添７くも
３部

書９）に北号務

付
類日と限

林 しり条

認と明

、に者の者証 認

号すほ定同書

前達の定

、受以を

アるかを等）
のえ

しのこけ上添

若も

歴申

はらう学て

くれよ
びし

の者す及請

イのと
験受

務同も経、

職とる

に等の

月る部

二高省

十等令

九学第

日校
はよ

くに
し）

若号

金

等検
中る

曜

に

て身年済も

育に
教定

部 再及
出無５務合

提び月林、

要の及者

不帽日課格
道し

刺）各対

名金びに

無海林合

で北有て

版に
セ書

紙水理証

台道管格

定っこ確

の産

合てと認

格はを済

線明４明の 内証、証み
る合

書のす場

又
受ア類、

－はの書は

験又以
証書

格イ歴の

資は履上

受西－業

定職明類

認の

振

月、
）郵け６

興 か送付丁

よる

らにけ目）課

場
日る。

月
で同
ま、
）は
木合

日

、有資

従以はを験

曜日

歴る認

しの履す格

事上

、と書

期歴書こ定

た学

験証交

又び受をの

間及

格すを

こ験資明付

は経

定書け

ら有認る受

れを
と請か

期る申類て

のす

間

日

業者
卒た

をし
校格

学合
は又
又業
者卒
た、
しで

ンを

学合
入定
学検
大は

。部ー付

の務タ交

も林

指

す
定１２３

裏林にし

定 安 。成
る平保指

定

書務書

月の ６の施 年林

験事書

受従歴

、に）履
、
北

森 海 北 北 北

道 海 海林 海

告法 道道道

示
第昭
和 水亀小函湊函

の
及で
日ま

島田笠館館

土消
び

北 北 登番北

海 海 海
上小亀小亀

録号道道道

住場磯沢田松田

生び馬

産

通事、終受

を知書最ら

し認の校願

算が４学験
そ 北

林の 海

業効平 道

種力成

中

告 」受受

苗を 示 と験験

法失年 第

っ６

朱票地

書は、

昭た月

験
検試
格後
資格

す、試

定
に 及林

送 験部
受済郵
経

業 所 受課
よ び務

在
空次干

所的件

場要 日目
備

南に防

郡図の

知の害

野部
良す

富示

号

秀七赤力赤

年 郡原市市

町通

律 和飯実川蔵川

法

町

第 町
字
中号 番

） 地番 島

地第

番

所郡市郡平郡

２
の

条 地

治飯

業勇上三七征七

事

字

の町町町

者助磯郎飯

川下野

名清峠中

氏字字

又
は

及地地地 称番番番 名

和。 号 る受験

日 こ験会
つ律

。あに法

と者場年

にい第

て
受て

に験第

票受）

験、号

記票

受 験、
る

さ記第

載に条

林
書 の有

願 格道
験 資各

請セ
出 申理

提 定管
の 認

っ 要ーた 必タ当 にンに

字に
町分 は 用交て なで

北、
２）

合。
落る

北限

知３
・ 道、

１ 海１
の

事、

幼以幼以第

２ 上
堀の 以

項

苗外苗外苗外２

幼以

苗育苗の

のののののの

成木成木成木規

育苗育

び育に

及の及の及の定

成幼成幼成よ

び育び育
湊函の

次
、

苗苗苗り

幼
島田葉館館よ

水亀双函

以幼以幼以

郡園市市う

の 産苗外苗外苗外

生幼

育苗育苗 事ののののの
の

業成木成木成木

育苗
び育び育 の及の及の及

幼成幼成幼成 内 北び育

小亀

事
知

道容苗苗苗

海

沢田松田

事在馬上小亀

郡市郡平郡

堀業地場磯

現ての

たし項

れ入１

所

よ

へすに

所付定

住送規
の

付次

送、

接。り

直る

す、 紙付

事

。産

る生

す

道
海に 北。筒 、る封 は

改

産業 水林

二

良

林

一

指

務

六

筆
、 ２

振資

業員

林導

部

に

力赤に

て
也い４ つの 達 安

和飯川蔵川保

秀七赤

島指

中を

字町林

町町通

飯治飯

の勇上三七征七
字

達称町町町

名助磯郎
下野

也び清峠中

及字字

格

、
は

録
登

の
者

業

所川 在

支書

各願

、験

課試

興
庁



庭 路路
道道路恵

１２

平 岳 のの

成

公 種路線

十 類線

三 名園

年 、名線

六 道区

北 海

２

え解場保た解

備
置除所安目

のて定と

除 次い予林的
指

」覧安ての 図縦保し

はに林

道 公 報

定１

除成解場保た解

解平
を

除所安目 す
予６定と

除 る年予林的

安ての 定月保し

で
あ日林指

第

北

森 海
道林 ウ庁

告法 立次経

示 木 間の済

第 の昭 伐と次部

伐和 におの林

係り図務 採号

森す及及 の年 ると」課

号

伐林

木主主森

立村

アイ

採、し備 伐はと整

の伐
伐伐画 の
択て計

月 道域

二 及区恵恵

十 び庭庭

九 縦市市

日

場尻尻

覧盤盤

所

地地
番番

金

地先
４地

曜 先

す所さ

、供の定理

か河

、）
し。

略る在れ由

省
の川の害道

そ上次風農

面清に防地

図郡図の用
る

北町すす

を水示備と

の定理
道羽分た

海字部

て風道

在れ由

。所さ

る

地

郡のの用

東次害路

河
町示す

幌に備と

士図防

びび 限

法

中部た

字する

第 は度。南

律 林る

、次富

次の良
役第

とお町） のと野号

おり

り」場
え２

す、備の

とはに条

方

しい２

。略置第

る省

るすめ

法よを定

に採で
期

が伐
と準

こ標

。るる
も

木の
立上

る以
き齢

で
は

日

変後
間で

ま
）

地
敷

ら川 限

十帯にめ

前別
更の前

勝

る

済・ 経） １ 庁。 の 支
部

課
務２

林の

分め
幌筆

士２

び上

及以

限
幌に

士
る

道・ 海） ７ 北。 の
知

堀
８
事の

規

そ縦の

、て項

２
上
以

すよ

面供に

図に定

の覧
係）次

関。、

びるり

及
海保

北に

をう

類よ

書の

木。
立る

該す
当と

、の

敷

に
村
町
市
る
す
在
所
の

地
の

延
員らで
かま 幅

２

にて

場い

役つ

町に

長

更 北

道しそ週

４

海

たの間平 道

。関、成

路 工

告法 事

係一 示 開

図般年 第

面の６

昭 始

和 の

は縦月

１２３

い
也つ
に
達筆

日

成

疎次平路工工

過を
事

事事 地の

線の 域と

間類

立り６種 区 自お年

川の

上林

道安
促開月名

支指
海
北

道 備

告 場保た解え

示 所安目置

第 除 林的次い

とのて

３
町
市
る
係

し図縦

え解

備
置除

国

図縦保

のて定

次い予

縦北

間
区

複
重
の

と
等
道

、覧 号年

道す

律 平海供

法北に日

建る

第 成
年設。

路 第

月道 ） ７部 号

日整
及 １

課 第

備 条

進始

築

別る礼礼礼改

特す日

礼

置町郡郡

措。文文文

浜文文

法道礼
字字

成西大大

平中町町

上
村村

法線泊泊

年泊船船

律

の号

定、供 理

指はに

て」覧
）
し。

れ由略る

さ省す
図

に害道の

図風農そ
、

備とを

す防地面

示の用

はに林

」覧安
分す北

部

。
略る在

省す所

、供の
清

図郡

の川

そ上

、）
し

幌

覧札
道

海

北町

を水

面

海業

北現

場木
土

二 道所所

一 知

七

縦 定

の 規

次 の

び 項

堀
事

備 道

に 、

所 り

場 よ

覧 に

、 を

て 域

い 区

置 の

え 路

大大

第字字

号沢沢

）

番番 第

２１

１道先先 第海地地 条北
堀

規
の事らで 項知かま

め十

限た道

にる海

に
定

林
部
済

経
庁

）支

。勝

る 十影

道御

海字

び
及
課

務

勝
済・ 経１ 庁の 支
部
林

也
達

び筆

及２

課上

務以

か り

日 お

の と

示 の

告 次

工
の也

道
町達

る
よ

変ら

水つ

清に

に
場

役
町
水

清

にの

場次

役て

町い



更の１
道路道

たのか平

しそ日

路路

。関ら成

係２
間６種区

図週年の線の

は、月類名域

面
、一
北般日

北 海

北

道
道

海

路
告法
示
第昭
和
号年

道 公 報

内別

志頓

歌中

川深

砂美

線線

第

線
分

追
鶴

舞

号

平
成
十
三
年
六

覧湖

道縦道爺

海の道洞

道す線

部供別

設に登

建

法

北
び

及
課

備
整。

路る

第
律

第
）

号

歌歌歌枝枝

の
項

１
第

条

内郡郡

志志志志幸幸

歌

登

市市市市歌歌

内内内

歌歌神町町

字字字字登
美美

神神神威志志

歌

宇宇 番番番

８５８番丹丹

地地地

先先先地

沼沼
長長

郡郡
張張

夕夕
原原

追追
馬馬

字字
町町

野野

月
二
十
九
日

金

曜

現道

木海

土北

蘭
室

道
海

い
置
え
備堀

に
所事

業知

区
の

路
道

、
り

よ
に

定
規 か先番番

の
次

を

後後域

地地

らでらま２１

かま

後前後

らで
かま

先先

で

前後

番番
１

後後

らで
かま
先先

地地

後後前

日

有事先

示
告也

、
て達

前

珠有先郡林

有国蘭地珠

事務

務所 郡林壮後河

壮後河瞥志川 所

と

瞥志川町森敷

お
り
変

でらでらで

まかまかま

区

ら

かまかまかまかまか

らでらでらでらで で

まかまかまかまかま

でらでらでらでら らでら

かまか

林 町森敷字林地

班な

字林地壮管） 林班
署で な小

壮管）瞥理ま

署ら泉室 小班

瞥理か温

後

後
泉室班有国蘭地

温

北同北

前
更
変

間
別

の前
らでらで

かまかま

稚
道
海

長
延

員
幅

の
地

敷

幌
札
道

海

所
業

現
木
土

内

所
業

現
木
土

二
一
八

の
と
等

道
国

間
区

複
重



平道路

しそ日

定の１２

同関ら成路

、のか

平 の線 条係２

成 第図週年種

十 ２面間６類名

三 項は、月

年 の、一

六 規北般日道摩

北 海

北

道 海 路道道

道路 道道

告法
示 訓北

第 線見昭 子

和 府
停環

号

場状年 車

道 公 報

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告 町地

係２ 示 ２）

昭図週年 第

和面間６

番ま
１では、月 地年、一 号

法北般日 先

第

別先

登地町登地町登地

か番市か

別先２別先２

２カら２カら

市か番市

ル登地ル登地ル登

カら

ス市

ル別先ル別先ル別

ス市まス市ま

号

２

区

の線の

路路

道路道区

類名域

種

月 定海の道周

二 に道縦湖

十 よ建覧斜

九 り設に里

日

の路る

路道す

道部供線

用備
供整。

金

開及
を課

曜

第
律 名線線

法
す北

始び

供常子北号
第 １ 市 郡町） 番 見 呂府

地 川 用訓元
沿 子町

開町番第 ま 町 府１条 先
で 元１１

先の 地

町地項 番

始

律海の
建覧 川

第道縦 河

設に
路る 第道す ）部供 号 敷

整。
北 のび 項及 ２課 第備 条

ル

町カで町カで町カ

規

ル番ル番ル

４ル４ル４

後後 後
１ス１ス１ス

番
別１２ の前

変

線
別

登間

湖
道爺

道洞

地
敷

前
更

日

木海

土北

走
網

。道
る海

え
備堀

に
所事

業知

現道

地でか定

番ま規 先

い
置

ら見り

か北よ

の先らに

郡園路

呂花道

区常市、

供平同を
域

区

間訓町の
の

用成次

北 り走 よ網 に道 定海

開

業知 の現道 次木海 、土
え 供備堀 のに 路所事 道
い を置 用

らでらで

かまかまかま

らで

、
て達

国
長

延
員

幅
の

重

２３

示
告也

表立

許名住代位区

免埋

た氏

けの区

受者

を
と
お

始
の

り 期

の１

日決

北

公埋 海

有立平免 道

水て成

地

告許 先

面を 示の ま

埋免年 第

立許６年 で

法し月月

示 る告也 す、 始て達 開

路道区足足足

１２３
。

線の郡営
寄 路路寄寄

道

域寄署
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郡 の

寄 類名

更の

間
区

複

町

北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路 斜
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第図週年 第

２面間６

昭 清

和 里

項は、月

里

道区斜

３

の
と
等
道

町

置域

町

域里
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の郡

路
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石地
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道市道郡
ら

北堀字か

区町点

央事
３鳧
の

条舞

西達

日 た 号

平

正
大。日

年成

法

月

第６

律年

後号

町

２
第

）日

湾地螺

道モ螺班
上 上林

シ国先湾

道ア
ョ有か

螺変後

野
原

ロ間林ら番

停
寄
足前別

湾更の前

の、一 号年 水
町定海の

法 元規北般日

に道縦

律
第

番よ建覧

６り設に

先路道す ） 地道部供 号

まの路る 第

で供整。

開及 １
を課 第

用備 条

町
元
水

敷
間ら
か

先
地
９
番

ま

丁、点

６也番地

目

に
び次

及順
１を
番で

二 番結

一 ２ん

九

条

公び
の及

先線
地だ

第
１
項

よ道

に海

定北

で規

まの
り知

、事

次
の堀

車敷

と

地 場
線の

海
北

員らでら

かまか 幅

道延

知
事

始び 項

堀長

す北 の
る海 規

り

広 よ

で帯 に

ま。道 定

現 道

木 、

土
業 路

所 の

に 区

え を

備 域

地
の

長
延

員ら
か 幅

と
点
面地

水の
有

国重

面
水也

有
公達

り
お 次

の間

也と区
等複

達道

示
告 り

、 お

て と

い の

置

の間
と区
等複

道
国重

変



北

公

５

海

有 道

水

埋

告

面

立 面

示

埋 地第

立 の ののの

法 用 地地地

号 点点点積途

大

北 海

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

道 公 報

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

第

４
に

て
面立位区

埋

地地地地す

のののの関
工

点点点点積る置域

号

平
成
十の
三地

年点

六

正

漁
港年 ののの

施法 地地地

設律 点点点

用第 かかか

ららら地

角第

向向向）

方方方号

角角

条
第 度度度

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

向向

方方方方方方方方

角角角角

向向向向向向

角角角角

度度度 度 度度度度

の３

地地

級 地秒ののののの

地地地 基 点

点点点点点 準 と

らら

点 を）かかかかか

方方方方

３ 結かららら

方向向向向向

－ んら方

だ
の 線向角角角角角

３ 地 に角

度 度度度度 点 よ
っ度

の三次

事
施石の のののの

行郡 地地地地

区三の 点点点点

域石地

らららら町点

かかかか
向向鳧ら

方方方方字か

向向

の

角角角角舞
番地 度

、点 度度度

月
二の３

十級 地秒

九基 点

日準 と

方
－ んら

３ 結か
点 を）

だ

金

地 に角
の 線向

曜点 よ

度 っ

１
項 分分分

の

方方定 ののの規 秒秒秒

よ 向向向に 方

り
、
次

点お

地地地と

のののの

分分分

り

点点

分 分分分分

秒秒秒

ののののの 秒 秒秒秒秒

方方方方方方方 の のの

向 向向向向向向向 方
地地 のののののの のの
点点 点点 地地地地地地

点点点点

分 分分分分 北 て
緯 囲分秒 ま秒秒秒秒 の

た方 秒のののの 度 れ

の方方方方

方向向向向 分 区向

域向
秒

ののの のの 地地地 、
経点点 の点点点 東地地

ま

地

分

番で 分分分

１を 秒

次 ののの の及順 秒秒秒

に 方方方 方び

向

番結 向向向

２ん
地だ
先線

地地び 地地 のの及 のの

点点

の

点点

日北 て
ま分 緯 囲
た秒 度 れ

の

域方 分 区

向
秒

、

面
水
有
公

地 経
の 東

点
度

区
イ

分

と
点
地

１

住代位

しし埋

アイウア

功立 功名表 んん
ゅゅ氏

認

点
度

て成
立平
埋
の

分
に

６

る月
す６
関年

－
１

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 の の
６ １地地

１ ５地地

－ －点点のの

－－－

１１１

の の点点

点

地地地

ののの

３４５
地

点点
の の 地
点地１地１点 １
点－点－ －

３４ ２

のの の

点地４

域点
地
の
２
－
１

１のだ

と
級 の１の地線と点

次
－地点、
２を基

の結準

１５点と

－のとを

の区 はの を 可可又者 認

名域置

た 月

名氏 け 年
受

平北札北増先

日者称所
市道郡公

成海幌海毛の

道

６央事毛水

年中知増有

工
可
認

を
功

ん
ゅ
し
の
事日

点らら

地 地かか

。
た

し

角

ら ら向向

か か方方

点
方 方角

向 向

度度 角 角

度 度分分

のの 分 分秒秒

点点

地 ）地地

秒 秒方方

ら 方らら

か らかか

点 か

角角

向 角向向

方 向方方

角

度度 度 度

分分 分 分

秒秒

結の地ん

の の秒 秒

ん地点だ
点 ２地
か点

をに－

らとのだ点と線

地線と
結よ４

んっ

１６点、

－－と

のだて ５１を

及ま＝ のの結の地線囲

点とびれ－

地地ん地点

た

点点だ

まと線とを
結１区 でを、

ん－域 を結

のだ２ 順ん

北堀阿

月区町面

日３分

条
丁、

６也２

西達番

目

、
３

番

海
北

６
番

二道

二知

〇

の の向向

堀
事

方 方

向 向

のの

地地

向 向向 向方 方方 方の の

の の

次だの地線の
点

、 に線地点、地

結、点と

と とを ん

＝ 結の
ん地２－

だ６
線－

び
及

、

也
達

地
３

番



平
成
十
三
年 ９９

六 －－

北 海 道 公 報

住代位区

埋

アイウアイ

又者
立 名表

氏

第

２

面有項ゅ

免公３しし

ウ

面市功 年ん 水のん

許ゅ

日立村可 認 埋町認 月功

法名を 可

号

月 １２

二 のの

十 地地

九 点点

日

の 地 ３点４

点地 級９ のと

点 － 地を基金 １ 点結
準の とん

曜

点 か 結線
点地 をだ）

地
点１

２のだ点と

の地線とを
結のと－
４

地点、

ん地 点と

のだ点１の とを
結の地線と－地
５点

名氏
区 はの

２ん地点、

増番次ん

称所名域置域

海幌海毛３のだ

北札北

線
９、

道市道郡、

中知増

１９

央事毛番－

区町

第受 の 及

北堀阿及の－

け 年 び

平

積号第日者

条た 月 番
平砂増

成防毛成

２第町

年 年

６ ８
月号月

１指

２
点

点点

地地

のの
点

ら ら

か か

点 点

地 地

の の

日

３

ら 方 だよ－か ら んに

向 角 及て

方 向 線っ
び囲角

ま

度 ＝

度 ９れ
－た－
分 １区分 の域

秒 地秒 点のの と方方 向

６のと

、

－地を

のだ点と

地線とを
結の１点結

ん地のとん

点、
と

のだ点地をだ を

ん、

結の地線と点結線

と ん地点、

をだ だ点と

の結線１ 線とを
結の地ん、－
４

、

ん地点だ
－地

２のだ点と線１の
５点

の地線とを、
結

点の

３分び地３
地点、

条

ら点

西達番番か地

６也２

と 丁、地
先９ 目

の地

２公３の

番の－２

水地点

、有
、で結

５まを

番面点と
をん

角 角

向 向

方 方日令日

度 度

分 分

向 向方 方の の秒 秒

向 １
－

＝ ３

３

地－の
ゅ 有項ゅ氏

公３しし
ア

認 功 面市功名 ん 水のん

ん６のと

埋町

点と

のだ－地 とを
結の地線１点１

ん地点、のと－
月

年
許 面

免
ウ

、に、

６次線

番順だ
結 地地

のの

は 法名を 可 立村可又 認
け 年

第受 の

名

増平北

第日者称

条た 月

道

防毛成海

砂
第町

年

及 －－－

１１１日
－６

地地番

のののび ５４３

平

点点点積号

地

の の の

成 １ ６地地１地

－ －点点－点

年 ５ １４

７

－
６

の のの

１

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 点

点 点

地地地 地

ののの の

点点

２

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 点
２２

点点

地地地地

のののの

９

点点

の

点点

地地

のの

３２

－
の

２３

－点－点

９地９地

１月

のの

号
令
指日

二
二
一

地 地地月

点 点点

方 方方

ら らら

か かか日

角 角角

向 向向

度 度度

分 分分

らら ら

かかか か

秒 秒秒

角

向向向 向

方方方 方

ら
角角角

度度度 度

分分分 分

方 方 ののの の 秒秒秒 秒

らららら

かかかか

方方

角角

向向向向

方方方方

角角

度度度度

分分分分

方方 のののの 秒秒秒秒

らら

かか

点点

地地

方方

角角

向向

方方

度度

分分

向向 方 方方 の のの

秒秒

向

向向向 向 向向

地地地地

の ののの

向向 のの

地地地地

ののの の

向向

方方



北 海 道 公 報

区

第

区

位区

アイ

号

埋

イウ

平住代
成
十立 表
三

者 年
六

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか
方方方方方方方方

８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

点点点点

７８９

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地

かかかかかか

点点点点

らららららららら

かか

６７
方方方方方方方方

地

の域のののの

３４５

点点点点

地地地地
の

２次の基か４５６

点

らのの

方地地地

のの地
のと向点点点 ２ 地４点

角かかか の 点

地 か地

ららら ら点の

方方方 点

地

域のの

１２

度 方か地

点点

地

の

島及次の基か１

置域

ら
方地

牧びの地
１点２ 郡

のと向点

地地 牧地３角か 番の 島

ら 村点の

方 先点

区 の

の度 字か地

月
二氏

十
九所名域

日

市道
幌海

札北

金

央事
中知

曜

向向向向向向向

北堀
区

角角角角角角角角

向
度度度度度度度度

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向

角角

向向向向向向向向

角角角角角角

度度度度度度度度

分分分分分分分分
のの

秒秒秒秒秒秒秒秒

方方方方

のののののの

向向向向向向

方方方方

向向

向向向 向ら点

角角角 と＝分 角
のを－度 地結秒度度 度点んの分 まだ方分分 分で線向秒 をに秒秒 の 秒

のの 順よ

方 の、

方方 次っ

向 方
向＝向向 にて
結囲の － んま地
点 だれ

向 栄ら点

角 公
有＝分 浜３と
のを 水－度 地結秒 番面点んの分 まだ方 、で線向秒 をに

の 番順よ

方 、 次っ

向 ＝ 、にて
結囲の － んま地 番点 だれ

日

目
丁

６也
西達

条
３

地地 のののののののの

点点点点 地地地地地地

次

点点点点

北

都の 海

市と 道

計お

収

告

画り 用
事

示

事告 第

業示 の 業

のす

地地

のののののののの

点点点点

地地地地地地
２

点点点点
行業 市類 用

施都種事

収

名 の行 画び の者施 計及
事

の 線た

のの の

地 及区

地地 地

点 び域

業１４

４）点点 点
業成施都種事

事平事

の

市類 行業 計
６画び業 者施 画年計及

変月事名 の行 の

線たの 、

地 及区
び域点 番１）

北

都 海
道市
告計 免公３

示 許画 有項

第 年法 水の
面市

月部

面
ウ

埋町

施る 号

平町すた
当
に

地分行。

条。、

成２るり
画

海目計

北丁市

年１都

示菊
告び法

道及

平

分称の間

業称 名期 部

幌幌１成

平町し札札北

成３、
条菊市圏条

上市雁２

年１水都・年

海目町計来月

北丁
道及２画通

菊１路か

告び条道）日

業称 名期

示

更

札平

可
認
を日称の間地

。市圏８

た幌幌成

し札
計月

市５

都年

画

昭

路か

道日

号

法名

和 日立村

及
び年 第

法
第 号第

律 条 番

第

計成防牧）

平砂島号

３第村

年

条 ７

区区

点積
地
の

の域域

上和

第水昭

か
点
地

町
業
１律 事
条法 の

３年 号
地
丁第

目
の

お 札第 に ち） 内 う号 地
幌

平

第水丁事ら

て 市条 い

上目業

町を成

号３加３

２る４３ 事
条え・年 の

地
丁。・月 業
目

で ち
内平ま う

地号日 の

び 市
い及 幌
お通 札

に和

成

業平

事ら

て

３

北・月

４３

・年

海

通

事和で

知平ま

道号日

月号第

堀）

２指１

日令項
の
規

お
と

の
次

、
り

よ
に

定

ら
方
向
角

度
分

二
二秒

二

向
方
の

に 地 区定 業 石規 事 白の 白

、 上更り 変 水よ を 菊 ・ 菊
地３ 区

業・ 石
事３

水
を
変 画

計
市

都
り

也
達

上更号 事

点
地
の



定
成り信

の平売室

）２根

一

平 さ用 部

成 を年ば金

十 次６き庫

三 の月人

年 の よ

六 う日項

北 海

北

昭

２３４

道
海

和 施事及事収

告 務び用 行業

示 者地年 所名

第 のの北 の称の

海 所
名所部道 在

号告 称地在分

道 公 報

との平都種

都のそ
次１

計及

計お関成市類

市
画り係
類６事名

事告書年画び
の

のすは月業称

業示
施る、

行。北日

第

北 ２３４

道
海

種施事及事収

告 用 行業 類務び

示 者地 及所名

第 のの びの称の

名所
名所部 称在

号 称地在分

号

計

関成市

の平都

そ

１

係

の

は月業

類６事

書年画

、
北日

月 に

二 改

十 正

九 す昭

日 る和

。

金

曜

北帯北

第
示

室
根同同

海広海

東中

号 道市道
別道 南幕海 条郡北 ３川

１内証 目札入 丁町収 ３

園

に海

の 番青紙

当道帯

通

土札 圏 り広） 号 広 た帯

計 市現南 市 都木内 都 、

に、 道 画所通 画 計業大
事 備３ 路 法

・

和置２ 業 昭え・

海館海

・北函北

射原磯

放美上

号道市道
町

線目磯

号丁上

５４郡
重

番七

）６

土

圏 館

館 函
道函

海

号浜

に

道 所

画 業

計 現

市 木

都

置

業 え

事 備

路

日

津臼

北本標羅

庫
金

用
信

事」

知店店店

道支支

海

り 北及売 町元 地葉

堀

を

町き

帯央ば 道中さ 海び

売

現び

木内及

土地人

広

い

ば
さ

所り

業

３

年て・

般北
・中 律一

４号 法、

央 第

の海通

縦道号

に事内 ）び 覧知札 号及
・ 供９ 第７

す堀号

。通 の・ る南 条５

規

函内

道地

海目

北丁
１

、

・ て

３ い

所
業
現
木
土
館

般北
・ 一

４ 、
の海

浜

に事重

覧知七

縦道号

達

及

。通

る前

す堀駅

供

で査理同

也

業第こ

あ施会ま事条こ

るた 行

に も、 令以を
うにこ

の土 」下行号、

に地 と

合るら

つ区 い開場係れ

か月発計
指

の
人

き

う発

都許画 じ
付成又市

市 め日平可的
は街

計 開

画 発け
告６築を

法 審公年建化

査
会）月許図

４内 よ・札 に達３号 定

第

、・学 り也

戸江上都

井差ノ

漁業農） 計 町農国号 市
法 業協業第 画

協同協条 同組同

宗滝瀬井

ひ猿東白丸戸
町部

ま村谷村布西

や払

農業業業農漁

南農農農
同同協協

業協協協業業

３
也・

３
達び

協同

い業

ら農

み町

地部

大乙

審、場の

い画 用同

信協

、理 ）査当合規

て整 。

事あに

法法 第会該に定

」 第

昭 条と業っ該

法はし

条和 第いがて当

１う 第

年 項。第、通
開常 号法 第）

各審可

又律 ３の条発許

ホを号査又

は第 号議

都
の経の会は

可る

昭

市

和 のを
議改日等上

法 経し行支

年 を正をで

第 た。場が

律 るたう障

め合な 北 の、い

定街の 。 道 判市も 号 海

準区、 下 発 基化で 以 開

で域市 審

合合１ 和 組合組第 昭

査

第 年項

公

和ホ 第 平昭昭号 律３ 法

成和

の
規 号
定 ）
に 第
よ

組組

同組組組同同

り 条

昭平昭

合合合

組合合合

成和成和成和

平昭平

成和

平昭

庫合

金組

議定 ） 計規た一の認 号

にで該をし 上 画定上に

る 市 施基行当経う 、 法

もる上も 街 行づうすた

調

知のもでの 化 令き
昭事との行と

二 和がさとうし 整

二 あれしこて 区

三 域
のと発 に 年らててと開

令じる認さ審 お 政かい

あの街 法

め。定れ査 い

北街区 と 付 る市化 」 会

道状で う 基 海化域 い 議

発北かう ）

開況行 。 準

査道みと 、

審海らこ 上

付事、困 街

会知てが 市
整

基堀障又 調

議支難 化

開

戸江上第、
準のは

井差ノ

漁業農又許

町農国号発

業協業は可

告

同組同市を

協同協都等

合」合画う

組合組計行

にびを施合

」及」法場

。い

める令お

改削行に

滝瀬井

ひ猿東白丸戸
、

部

ま村谷村布西

や払宗
業業業農漁

南農農農町
同協協

業協協協業業

農

組

同組組組同同

協同同
」猿」合合

組合合合組
を

本上乙を払を白」

合

所

国支所支

所ノ部支滝

農

み町

地部

大乙

支所」

合

金組

用同

信協

い業

ら
支支

津臼を

本標羅」

庫

北がて会 て 第 」

店店店

土 海必いに
。議 。区

道要る付 号地
整りる

発あす 以画

開で

な著 区

、

下審

係

成達もく に

平いし 域
の不

３開は当

年也又適 る

知 和
て 昭

事

に

所に」

令ら
政あ

年が

、
に

、
に、

」、



１
１

主もび

規開るイロハ

大
開行との主人定イ

模発

のをび

発為しと口着及

目住て流図ロ

許のてし

可

北 海

基
準

こクの第）

８９１法号
第

の
場と当タ当２

合。該ー該条
の

は開ル開都第条

５発以発市
画イの

年区上区計号２

以域で域

道 公 報

い一

に樹変お

４５６７

を該て定

基当林当更当

、開含開整の

づ該地該

転発水発む発備期

く開

る内

用区辺区。行す間

許域地域）為

第

法該６１２３

準も第

基

及市用当当

第当項の

１

す 大

開開

規条るび街途該該

区、発発

模第も第化が

の７ 開

画域

発号と項域合計区

許イすを内理

号

道の

の海正

め北改

たは

判
平定開日

成基発と
十準審す
三を査る
年定会。
六

掲

）的宅地出るに

め付

住にとげ

にが建域等こ

当のの民よをる

該次築

地的の

す各用のる目も

の供住域との

る号に居

てか

かいすの社しほ

ほ

目にの行、

次ずる用会

域

各か的供停わ地

のれ

るをるの

項にです滞れ

内があの法の規
の該行

行定を

を、る形施規定

街きが細に適

標市と状

るし

と化は、則よ用

準

こお用も開

す区、お適

審

。にのむ開の発

る域

整許う査

）接限ね発の

良てで形可ち会

にしり
いあ市付

好いなで都に

可の等のににこ

なる

。発

見大都位支関と開

及をて面

込部市置障し

のが環び来必積

み分の

も災境規す要が

の害を模おと
れるク

で防積がそなヘ

の的交が公タ

あ止極、

施ル

こたに通な共ー

る

全設こ設未

とめ保施い

可のる適に的がが
。に

土市地

規。用おな、農

だなる地町又

定たしけ

の採

適しい市利村は

を
土化を都草

用、。街用
る計牧

、地の図市放

し

で

発画向上画地

開区動

理ら支関あ

審整かでに

会事み障する

査
月、議

二も基

十っ準

九て

日

適
の下

法以
か議

正付

金

効準
つ基

曜

当わ目防も経

的と
果」

す、

ずすれ的止の済

い
にも開行る社

れるるで

行れめ活

もの発わた会

規の

当あ為る新動

該で
るこ次の住活

するでも

の。いの化

もとの民性

的域

すれ極地

とず積、

画す

宅こ。る計議
るか

施も

と。と法る

地とこ

し細は

てだ行の

した。

さ開海

成、則北

造

発

る面和開

れ発昭道

こ積

海会

がお北査

とが年審

をの

保す、と等満
確お

合

すき水開場

全べ排。

３

き地設行は

べ土施発

以

地なのを年

土でそ為

、

はこのう内

又い他行

都と施も

市。設の
らタ

画計自ク

計のがヘ

基合

に業てとる場

予画

議認当ら本は

付の、な
開い想農

す定該な構、
適法

もす発こに地

るを
は場域。合

のる区と

次に位て和

、合のし昭

のあ置い

項てびこ法

各っ及る年

のは予と律

日

図の
を）

用。
運う

ない
る、
すは
と日
う行
ろ施

な社

あ準
で基
の議
も付

及整

当入の

該導会

。に

研設業法

２建建

２３

す
す究究す務第

社条築研

寺に
、規る施対る上

道付
仏定も設象こ必条

則基

でね規議

実む

あ

法る１

準す

基

るヘ第準
の宗

下つて第も

５２

水い開い個

、施

道て発る別条は教
次設

、、区こ許第

定のー
河そ域と可

に上

地画担以

緑計負ル

諸図く開査

２３４

、の

付該

主条る市、発会当

然る議開

と件こ町自す

がに的こ基発

しかと村

い、定。第
てら

ず第建
ニ

、） に項物号 れ３築

市

さづ発＊

定基イロハ
町画町

れき法知市市計

定
。制
るの

る行律事町

又
発しわ

、と行

備主で
的

がな１

閣すのがと要第

団限街や施項

、るに市
をし

会体る化む設若

教
納は）整得く

、又。調

堂該域い第

骨当区なは

等団にと

宗か在めの

の体存認条

施そるれ定

教らすら規

辺特ロ各

川れ周。号の
はの

義れのに又項

、ぞ
教管域水施い

務の地排
お題令れ

育理に問行ず
に

設、けに第か

施者
、事るつ
林て第当

消業農い条該
項る

施等業周１す

防者

適お、と準行
設とと辺

宅市当け社が１為

住、

８区

建街とる会必のの

条で項域

築化認総的要

ら開件あは内

の区め合

にとれ発かるこ及

用域

を周

供一る計らとれび

住町適辺

す体区画居市

にに環村用地

る的域等

的日お照境長し域

目な

等村
で常いらのがなに

が議の議

開わにが村村

づ定策会上会

発れ基策

為もきし定の位の

行る

画決

のの策たし議計議

画計等と等

内定計た決

、れ画を整

容さ

知て性会

位たで経合議
とは

、画事策の又

置計

てれ
模認され各

規の定

著以発

に宅開

等住る

展

、

寄建で

くの為

し外行
はよ

る又の

す物次

与築

こるに

め１な

認第う

と

教と研よ

設の
教をの施許

宗義等究る
受

人め由を

法広理設可

たよけ

法るに
当置 和の、設 昭めりて

資

街た 法を市れ 年格該さ

管３築

等協のの第建

受

等

のの地理号物

）議土
同用とのの

整上利者ホ

分定に

の意及十規用

備

す

要得水調を供

必をび
れ用が用る

性ら利整適

ら、の

びたと図しも

及

す

備の調れ開と

整もの

し整認いお
ので整て発

活行て備め。け

行生て

場公

れ圏わ、又るる

わ

る理産合共

るをれ合は

益

発成も的業に公

開構

土振い施

行すのなのお

にもあ地興て設

為るで

あのる利をは
る項路

っとこ用図前道

て。図た及、

てしとを

れて種
経計るめび公

は

計る員

が又たい委

等定
でのの

る承画も会

あは

具受北認

度を、承

程認

にもの

的た道

体け海）

地
れ中

らる

めめ

定の定

工振

る定の

れ特域

ら種
建発

のは
物又

の作興

も

二築展

二又を

四

も 律 のめ
設た
建る

は図

て調の 第け化

い整若

には

者域く ）
る区し 号

査。

方あがい審る

第が

に

、こ分こ会

法る十る

議

容。ら。付

内と図と

海、

済画上、北園
にれ

、な支該道緑

的的で当
が域発、

社整障区開地

て長

的をなを審上

会備

に開

の備

も整

るの

い期

る、
すで

供画
に計

用の
目想



７

平 る第第

成 申敷こ１１市申

十 請地と種種街請

三 区周。特特化区

年 域囲定定区域

六 内に工工域の

北 海

６

市化申原と

る自自街こ

車車街を請則。

こ動動

域し

。教教化促区と

と
所所域すがて

習習区進

道 公 報

周申申敷

学律当て

法該
る街辺請請地

校第す市

法

域囲

人号も化の区区周

街ががに

が）の区市域

設第域

第

４５

敷も学

域悪次困る大

区

臭又地の及

に臭の悪難

築音号、は周び

建騒各

しに種

す施の騒著囲各

る設い音

号

そに

れ。て域

こくし区

規は区す

の又の存

ら）
街がも

定市域る

月 に植作作の位

二 駐樹物物工置

十 車等で業が

九 スを次系、

日

ーう各地該

ペ行のの当

等とのに町

スと号域市

がもい適村

金

保、れな土

確にず当の

曜

れ要も地利

さ必に用地

次のお当申

で内る、、

各業れ市区

の工そ該請

ののな村が

号系の町域

ず域こ土員

い地いの幅

れにと地
ト

も当用ー

に適。利メ

、、植

当用計ル

該なの

内化 立

該員等

す条のを当幅樹

６居進市９を

るの住促

ーう

学第系す町メ行

大

地おにトと

、１のる村

も

修に域そおルと

専項

がる上に

学規内れけ以

、す適な土の、

校定に

利装要

各る当い地舗必

こず等く植学
種職なこ

に伴適等

とれの不樹校

該業で行

業もう当を

が

すのると

運当務あう

務

もに認も

上る用とと

営
にすら、

特の供めに

、
の

に

む建る要

やるれ必

整さお

る調張に

よ化拡
業

の域たて

可区れい

許
要関務 不に日

都従 もる下に のす以等

の市線事

第画決る 法計引す

日

い応当なの

てに該が用

こ周るこ画

るじすい計

。のの。支

と辺もと上

調こ

のい

とな

民の

住障

上

す地画以

図
が。

整と

く障舗

もな支の

るが上

ついれ

かなさ

、の装

の

道

置。る

位とい

、こて

用さに

が接

等に

模路

規

能地。のれ応

学業用と
画い周

及力が計てじ

校

の

職発く上る辺

び開な

設か障路住

業施、支道
な接と

力でつのに民

能

調

発の位いしの

開次、

号、とい整

促各置こて

模こ図

法の規。るが

進

じ

得物の応

を築もに

い

市の

と、辺

いで周

な等

れ区と

ら化民

め街住

認

が

の建整

もに調

る域の

が定者

す図

設

決のの
、 １さ」宅 第定日住 条
しう、 第
若い寮 項れと

施 に
は）理 号
く。管 ３

都か等 定
該前設 規
当以

れ
ら

計市当 る
市らで す

い
て

ね倉法型辺

送む同大イ
車あ

庫 該一第自四で

に

い

辺て

周し

業 当日２動

市る

の
と定の貨動

雇の指次自

地、認イ各物車

開立用

区が交めン号自運

発

和れか。れ

昭ず等とら

にらて

９

年もみい

の人う工と

る地次行の

該指各口も場れ

こ当域

ら

。市定号がの等た

と

８

がい

とて

これ

る
老こ設、利施

有次るし

人 老各と置か用設

料の

該 も

福 人号。及つ権の

変調地 を
を化土 の
画街

除更整の
内

則地と地

原敷こ敷
る

法 し平条車線っ

と周。

な均第が以て

おの現

昭 い延１お上、

にむ国在

和 もべ項

の

一・び

年 で回規ね道及

地上す日道将

法 、以定

等の

第 方発る平道来

律

運着倉均

輸す庫延の土
道利 ）

局るのべ沿地 号

長とう

車事

域市通らタに動送

チ当運業

の街、れー該

地もェす送の

面化土る

は域利のンる事用

積区

設法供

５内用ジ施業に

ク適産辺です

ヘに、周
、成施

タ地業区イ平る

なの内ロ元設

ーが等域

法う

未い社のの年の

ル

市の減にも
満と会大い

しいで

村町い少つの

町

る

のにれ、てあ

長村ず
地も業、こ

承立に産は

停術。

をす該が技と

認

し端

け工す滞先

受る当
い業

も等もて型

た場る

のび、方機

でる種

のの

、

法 ーい運年式能

祉 ホ
ムず営金又

国祉賃営

昭 れが福は運

もの事貸上

和 に

定団式観

年 該策業方の
もか

律 すす等の点

法 当
も有公のら

第 るるの

の料的市

てにミ

し囲に

老融街 号

車

請等ー

申樹サ

、植キ

と駐

がうの

域行等

区を
もス

員と車

幅

回又用 第

ー、ー

メにペ

が定、以は上 ２

等認ち

速障 第

積し地上高支 条
も運着自が ２

載た方発

い に

量の輸す動な 項

重
ト長と国区 規

５局る車

二 ン等認道域 定

二 以が定等で す

五

たイ知 倉

上積しの、 る

が 業

大重もン事 庫

の載

認経規ず律ち
型量のタ

同

あめ済模れ第、

で
るら条なに
該）第

これ件流も号条

か総業当第６

と、を通
る条に

つ合務す２項

。

定

地に設も第規

、的施

にる

、案項す

形勘の２

等や定別

境て規特

環し

の

こめそ

る認、

あとで
周

知が

、地

。れ立

とら

る

しけ

定お

指に

が辺

事

を区 第

人資化 ）

市土

た

ホ
ー受域

地 １

のて立 第

ムけに 条

運さる に

置築す 項

設建

が る

指ると め

営れこ 定
老

お難 料

にの困 有

針も

にが

ル要等

ト必ス

け又

道周さ

のじ保

上応確

以

る

接住い

にのて

路辺れ

調。

いのと

てとこ

し民

定 用

自５ー指 の

こ整
る

た 供

車ンェし に

動トチ
周域

お上ジ区 す

が以ン

をる合

のむす積
おるの

物

条な般貨

然得一せ

自 利

町地

、も物運

件い貨

人

て和

い調

おと

に用

村

当 ム

準適 ー

基不 ホ

るは

図
とが

あ合あ

適で で

に

い
て

れ
ら
。



２

自線己の線自当

る自次

の
該 間己引の各引己

期

の定居
土 内の決居号決

の用いの住
地 に居定住

が 届住

北 海

法項化づ１

準各率基

基
３

該図知届次

第にをき

包

各引

括条当る事出の線

許れ号決

承第すたがも

るめ 認

住いの

号も、可のの定

ロの特処

道 公 報

設な

建建ののると

そそすい

該築築築他他こ認

当建

市がら

工物物物、とめ

規利建街困れ

作ののの

物

第

事も

二二当

介介社業第第該

福該種種す

護 を護会に

害人祉当特特る

保 阻老

の

法 し保法す定定も

険

若健る工工

号

平ロ
成に域
十お市に
三い街立
年て化地
六

出又日住ず日の

行区し

に
既 がはか宅れ以用

、

起もか供
に で業らに前

用 なの算該らす
供 き務

す既住
さ か用し当、る

た供５るに宅
れ っにて

地建
い 理す年も土を

て

が建内を築
る 由る以の

行有る
築 や築に所す

建

又は例分宅ず日

基 む物

行に前

は、的を等れ以
ら

行常あいもか

施通に
のか後当、

令そら、該

内じ日す既

第

開開も土

条容めのるに

審を

１類発発の地

第が

会有

第的査査所

項型審

の模用築化難る

３か会

促はの

利は者にを又も

上必、り進不

用、はよ
該周る当

及要当、す適
そあ

管小工囲おで

び最
上の物市れり

理限作の
利化な当

必もを街が、
と市

なで用をい該

要の
もあす促

の物物

平 し施昭も作作

をにに

成 く設和
９ は

法くる常 年 居年除係通
設設 律 環律。併併 法 住

と建さ 第 境第）

を
悪号し築れ

第確等附

号 化）て物る

条に建

第 せ２実属

） さ

７ る
月う域た

二も内場

十のに合

九工、

日

途に
用域

の地
系辺

業周

金

域い
地お

曜

準 ををわしも

な交
がて

な築るい

法 得建れての
和 とるのも

昭 いすもた

認目の

う律 れ行法 らで年 め的
もも第 る
のの

議そて

号つのにし

）
号

経旨た

の微をのい

ホ軽
も報の

定あたをも

規で
とす法

適もの告で

をる
すとしる第

用の
るしても

の、りと第

もて取の条

う務いる号

の事扱す９

もさめ化

のるる進認街
れ整

あとのせら調

でこ

域

こ対もる区

る。をる

建

。とで築で

と象の建

こです

てい等設

しな物
と

こ。市こ

ると、る

い

条 と第許築

。化が

と街

め項さ以

第 認３可物

るの 項 ら第れ外

に れ

定 もに込の 規 る号見も
次 る定の、 す の規みで

第も各 護
るるの 介
すあ

種の 人
２の号 老

日

っに
あ全

、安
かの

い通
がし
地来
適を
も障
て支

第

はは
又く
くし
な若

７

第
条

町害のが地連

も災次関

区を内危各けす事

地の

。に
集除会険号地べ業

のれ定

、理こ規

ち処、

６

の効にす

次

も区の

途なるイロ地次

街場の申収集各

、市い

区や

模化合請用会号

規

５
建得
でを
域む

と用の市な

しこ収次し

地帯。対各街け

て敷世

い 保

たが分象号化れ

い

設祉に

福れ 施
会ず 健
社

３４

者こ

帯己敷

公法のと世世自

や分分の地

益第たが帯

め 施

市交
設条のむ離離居が

区能
化機
街通

規及に

に地た

項敷新

１

等画

会く、区の近り計

ず危防に

所。自域い接

会にれ険止基

、）治等

落準等存か住法づ

集等
青公のすに宅く
和転

年益自る該移昭移

館的治建当転

、な組築す事
移と法

公施織物る業年

でおの転し律

民設に等

対所の

あい移でて第

館

域次に象等い

及区で者
い業れ

構にのお事ず

び

も

ですずてのに

造存い
建か前業該

建るれ従起
らのす

さ築にか者当

築

も

る等当市要る

れ物該
、従化がの

もがし街請

離建の調ば

収前調あ

の

区ら

地のに築い整な

土

り等れ域な

で者よ物ず
存場

るら住かにい

あか
と続を該す合

こ相宅に

築す建お

。又建当るに

よも物て

贈しる築い

は
れとがれ

さうの等こ

与

の第住をに住、
用引

住３宅得よ同の線

住のに決

宅号、なる一

等と宅世供定

、の寮い

日

等定を認帯すの

寮規
築ら成も以

に建め構る
とにか

りすれ員の前

よ

継

許目もし限ら

、るる

をで同。続

可的のてる

必

る宅を

す住宅

定び住
がす

に模と

路規要

道の
い帯由

て世理

し、る

接
と等や

こ成、

る構が

社るて転イ行

営ロ移）

会こ運、う号

育。さの転第

教と
法れい

、ず条

も項

和正に３

昭適れ第

な

す定 法理当規 年管該の

り

わもよ 第行るに 律が

ぼ域切

対ほ区適

用と整
地

業一適土

事同にな

象
途土認

施用なと

のの切
れ

よ規をら

に、地め

行
びて場

移及しる

り模有

代

たす、に

し構い合

転

の対る

地も用わ

土る収
も

る、事き

あが象べ

で

業
し

。者施と

とののの

こ

り前

親よ従

２にて

の行

て

要行居）し

内移と

等

街

なも事次市

しうので
調

もでの各化

いの実の
区

と同っの整

の、あ号
に

れ敷場ず域

さ一たい
住

い内をに居

て地合れ
て

施はむ該し

る又含も

得
らを

。かむ

設周。当

め
と認
当と

適い
てな

み
認

二めら

二られ

六

の
もの

るも
れる

れのる

よ

のを に

も認 ）

る承 号

合

けで場

な造る

るた
得

転ほ

られ
なさ
ば築

れ建

では一

族又同

親しぼ

の 辺）すい

る却用

あ除の

建よも者

にににるた

等
すす住所

務築るのが

勤
るる宅有



平 と産次し

成 当。予業の都書

十 該定廃各市の

三 施建棄号計規

年 設築物の画定

六 が物処いにに

北 海

予二のキ用

ジと第次利

ー該定種各ャ上

ャ当。

のプ管

施施建特号ン、

が物工い場理

設設築定

等

道 公 報

９

従規状ヘの用

従の１次

前の前模況ク各途

従前

の第

の建の、等タ号上

らルい二

自築建構かー

己物築造

第

８

それ土存の

らイロ既次
号

築のる既既地建各

建

有物の

基他移存存を築

築築しのい

準条転建建

法例

号

傾の

土第急項

律３

砂

のに

害）地告

災号斜勧

警第

月 周の理ずおよ

二 辺規施れいり

十 の模設かて都

九 環は等にそ市

日

必当敷画

境、に該の計
の方

に該要す地地

等当

合設建も位審

適施なる

金

利物が会

しの築の置議

、

曜

、上
つ上定議

か用決の

規物れス必

に周の作ず

な

けの模ににキ要

お辺

当該場も

る環は該もー

理等当し当等の

管境、

る二あ

上に該なす第で

合設運も種る

必適施い

定と

としの動の特こ

要
めか用レ工。

認、利・

、み未ず種
らつ上ジ作

敷と設て満れ特

用の物

工

宅地同備適のに定

住

動該作

のの一等切運も

従も・当物

敷範のがな

内途前のレすに

地囲用

当

著ででのでジる該

が

ーのす

し行あもあャも

こにこ施る

くわるのる

、

小ると比と設が

過れ

物て建ず
でも。較。等

要等等い替れ

第、物
市等も

条綱とがる等に
当

１は途街、該

第又用

定同区にす

項特が化特
にむも

命の一域やる

の

得

に政あ存をの

令行で

い

づ関、るな

基機りす

崩基
くの規場

戒

よ移

域第にく

区条壊づ
害

おに災

に項る転

等１
告止

土勧防

るるの

けよ
防づす

害基関

災にに

砂

日

いて

地びて経

、及しを

土上もの

の理るそ

域管

はの

利要又地

地必の敷

画限築置

計小建位

用最

法市

整も準都

にの基が

、及ャ物

しで第計

合の

域管施該

る地びーに

れ
土上等し

築の理設当

建
利要必い

で地必にな

物
計小な動

る用最要運

あ
にの設レ

と画限施・

こ
しでー

合のャ

整もジ

。
規

るて必発

あのしに開

で施が

合大な模

場過要

、ク

段くヘ

格な設１

等
が、ル

情つー

事かタ

の

と

場のの

る辺満

あ周未

め

転示、は認

移指模合
等前れ

基造従ら

に構、
著らも

くがかる

づ

異化

らく街

かし市の
域

とな区

でら整

まな調

転律

対移法

止くる

同い

の
策

進和

推昭

に
法第

る律

す法

関年

律

号

画

平）

てあ

だ障

るこた支

いる条上

。

こと
イ

聴け都

荘建を公受

別査

いる設

てあ施

の築経原

ロ
。

ことに

るこ等

築土はな線

公受建又得

・

を地動

合土運
聴け都

、
き用レ

除利

ハ線次イ

決各己建を

こ引の自査

定。定号用築経原

予と

めな

認切

との適

等もに

い

ロてイロ

、 こ

当る

の該該こ 号 予と以次当

９

成第

定。外

の

いも

なのイ

法第

年条

た則会、市

認該で

と当

画

築為もと開か計

建行

ての、法

のにのし催つ

にるあ、日開等

用係で

でによ

供土る公ま発に

がと会に着る

す地こ聴

し術

も、。開、手技

る
でのの地た基

の次催農
に用地と

、い日転土準

会、市行地業い引
次ず

認定

開か計為の務と決

有用めの

催つ画が所の

等の権にら日

の、法次

ま発にいそ供れか

日開

も５

でによずのするら

の建の年

に着るれ他る

し術も土築以

、手技に

をに

地た基該地物内

農

とす利建行

転土準当の

と

建ののに行た則
用地

すにのし

築日い供為も

の前れる係でて

物以ず

土る公

規のかもるあ、

成該で地こ聴

模造にの

。開

、宅当、がと会

は
該るの次催

当地す次、

築のずい日

建もいのの

のい処建と ）

物れずに

物 許 築産ず理築。 の 建
の廃に設が 可 物業れ施
該に辺 取 規棄も等周 を
環 し は処当つの 得 模物

当施るて境 て 、理すい
の棄に る 該設も廃等 い
の合 の 築は物適 も 建又

こ

て理る

め処あ

で 物産

しが。

可設と

許施
決

附の

に置

の位

もの

た

れおので同

る又

す定

帯

可る度

いにい許あ程

の

整

れ該開、こに

ずもて

すが築。備

に当発建と

も成準れ

該る概基さ

も
当

二 すのし法た

二 るでたに良

七

の開地るな

も、土よ好

築わ

審あ路の

発で道も

程もにすれ

ので同る用

も

可る度の関るる

許あ

あるのの

、こにですも

築。備る権でで

建と整
とを当る

基さこ利、あ

建と

法た。取該こ

準れ
なたを

よ好し築

に良得

お
路のがる

道も者す

る

該もて

利もにい

のにれ

が

及す当発

上当該開

用

のも成

管もる概

びるす

要、土

必でた

上のし

理

し

限審あ

小発で

最開地

か る 利廃理、 あ の業処

、 と 上物びつ こ 用棄及
に町

び終掃市 。 及最清

上場すの

理分関村

管処

律利

要附法地

必にる土

小す用

最帯

物市

築都

建は

限る昭計

、審

て方

っ地

あ画

で計

れを

ず議

いの

の会

次議

会こ置あ

査る位で

に経

等と

事。定こ

のと指る

で、こ

、

審はを。

前又

や

指る己が

置あ自と

位

。住を

等と居む

定この

ののと

も会こ

の査る
を
、

る審は

あ前又

で事。

に

の建和画

も築

律し

でで法合

の物年整

該認

もて

るっ第て

ああ

もた

るれ

すら

当め



完１ 北

都了 海

し平開れ 道

た成発る

市
上

区地

計
。 川画

年域域 支

６又の

法
庁

月は名 告

工称

昭
示和

日区 第

北 海

い開申市法

てと
施

る発請町第法

こ行者村
所土第後

と為がの条行

。を

道 公 報

自建物建予下当

る築以
土

定 の己築で築で該

も

るのる地

建 の基あ物あ
物 住法こ高こが

築 居準

第

市改ず市

既都るい
よの

存
画前に化

の宅計正れ街

引内法のも調

土用線地

の供決の及都該整

地に

号

平ロ

成
十村建
三法長築
年第が行
六６別為

に 年

含 号

第
律ま

法

上
東 第

郡 ）

川 号

神

有地８５

字 規

町 の

楽 条

わす利号年

伴

支

い土計３内

なる用の以

ので上規建

も地画のに

庁

基れ

る障にさ

あ支定築

。いくも

となづる

こが

告

とさと、

の例に

も条の

。は。既

の 又第

建 は

に ぺ 自条

率 の２ー用

い 己第メ供

び 務にルれ

及 業項トさ

積 用め下い

容 の定以て

が 供第あ建

率 にるでる

れ る種こ基

そ す２る築

す域

所す定建び市当区

築画ると

有るの築建計

のか基法もな

権も日物

た

のでら準第のっ

そ
他、５法

以一第既

の当年の条際

項宅

地建内部１に

土該
利を行改第地

の築にを

れす号あ

用すわ正６で

にる
月条荘が

二の地次

十２との

九第しい

日

も

に置に

項位れ

１てず

づけ該

基付

金

区す

くた当

曜

神 に

東 定

備でも

整域る

る

海楽 よ

北
道

次

川 の番 上

開
す

関

馬 に
為

長 行

庁 発

支

定。

あ制る

でが限

る

籠

る

示

さ
行
。施
とれ。

こさ）

建低と準

請
申
の
前
る
れ

物住第

れ 築層。法

ぞ
パ の居

地１ セ 築用第 ー 建専条

以 るにに ト あ域項 ン で
です 、 と築定 下 こ建規

。
きる

た

関こるるイっ

る道 パ

がの律区土

すとも法の

権やで域地

る

る成存あ

利むあ平にで

すっ

をを
取得こ
。法土、

得なと年るて

第のの

たと律地そ

しい

う旨

者認
がめ
別れ）、証

、ら号ちの

日

る

発こあ

開るで

、あの

の
全。

保と

び。こ

及と

夫

事

久 工

合
整
に
」
針
方

協

、
は

北

次な定 海

のおの 道

と、適 教

おこ用

所

育

りのを

在

庁

一入受

地

後

般札け 志

５６７

こ
る
あ
で

契 契随随地号 約意意約名 ） 方

の契契に 第 公

相約約関称 共

す 手に

セ

用路 ー

方よる 円条 団

３４

建トし

の接 ン

途に

１２

意氏住意

随大随平随随

契契

意気意成

契汚契

のに

約染約年約名所約

係視相月相係

に監の５

のも規のが

荘るの次明

築に項れ

建の定各さ

北

次 海

の平 道

と成 苫

お 小

り年 牧

随６ 地

意月 方

発

開所開

２３

町
市
、
し

名年

可氏可

許び許

発及

競にる

受月

を

教

争係。

苫

育

入る

小

局

札調

牧

告 市道

達 示 字教以は 第 静

育下、 ３ 川

号 庁入 番後

」４ 地札年

志

６と月 の

教い

をっ事北 第 体

月項 物 決た務海 １１ の
由担苫 当第 品 定理を道

り号 又 た当小 た１ 等 し

特 続る地 のの は 手す牧

役織環 価定 定組方 単規
る の名監 よ 務の境 ）に

大東る

達及セ 。 調称視

手 るテ手

都約

賃レ方日方昌京契

決氏ン江金

貸メをのエ
区

物タ定名ジ東額

借ー
置たびア富

品装し及ニ

名所ン１

の日住リ岡

等
及式株目

称一グ丁

び式

数会番

契 環

約日 境

の 監

相 視 セ 道

手 セ

苫方 ン

ンを北 タ 小決海 ー

牧定道 告

タし苫 示 地た小 第

。牧 １ 方ー地 号

住号

の番

者び

た及

け日

川田成

上山平

郡

う日

楽月

神男６

東次年

育。マ

局

をケ
）ラ

告実シ

示

れ
さ

。成
る作

すで
施ュ

ー 続所タ 手びン

府
政
た

定
を課 例務 特地総 の在

令
政

る
め

平

量社
号

環

環
方

境告

監
境

監

視

示視

日

町４

吉
長

所
ー

タ
ン

セ

外第

画設

区建

南上

号
９

１

二番－

二地２

八

年
７

成

る
す
関

に
達

調

号

弘
憲

田

第
令

政



４５

約 審海海札入

契北北入

平 条 査道道執

成

札 項 を虻教行

十 を 行田育の

三

示 っ郡庁場

年

す場 た倶後所

六 と知志及

北 海

者かアイウ

はの

請 の の、審申申申 条 こ
札かを書 請請 ５ 入ア査
請の ２のの はら申類 の
まし提 の 、ウ

道 公 報

３

道当こ当る件

次るあ条

い成が該と該こ付

の平
行調を調と一 ず

物競

れ年う達証達。般

名品し品争

に北指物明

該道競にたに入

も海

第

２

ー達に

パ調契納納札
入

す

ナす加 約入入 ソを参

品者 期期場 コ物る

ルる
ン

号

１
達
札 成調

平入
物
す 月る

６す 付

年を に
る 日品

月 き安教び 場

二 は所町育日所

十 、北局時

九 審１企

日

海結東総海

北査条画北

教を丁課虻

道果２務道

育申目田

金

後者倶

庁請郡

曜

規時方 地

教通安

志に知

にけ期法先 定 方でな出

る 法めば よ 治定れ に 自

れ便 条 施るな平申け郵

書ば番 件 行とら成請

令こな

一
ろい年類な号 付
昭に。７のら

般
和よ月提な

り３出い－ 競
争、日先。

入 年２かの

し参

当告争関者関札
政

札、あ、加

す示入しで

に迅る要資

る第
こ

と仕の

と号関速こ求格

規るア。様審

。にすな

記

す名タに

定指フ書査

止ーの

物停サ載

るをー

所必

ピ等に

のさビ要

品

タ様な

ー仕要

ュの間日
成海格

等平のす平北資
道

成範る
囲こ １

が９樽

式入年内と年小

説月、有月商

札９で
得日高

台明１平り１業

る等

×書日成

１及か

量
数

び
及

称
名

項の
等 事

道た

海当

北月
１

日

条

企る１

局す北

育知町
北

目

課丁

務２

総東

画。

で 令のら指 札

志
後
道
海

示北

及日に海 あ 第

びまよ道 る

でり虻 の 号

掲成郡 、 以

に作田 で 。

るた知 札
げし倶 入 下

格請町 参 令

資申安 に 政

有類１ し と

を書北 加 」

等

賃れス件

すを条 よ い

なン満

借いメを

貸て・

て

格こナし

資いテた

の
すのる

有。スい

をとン

証

とがを

こ制と

る体こ

びら年。土学

備明

。整

要平８）校

校
職求成月

業仕
月限

）書３を

科様年日
度

に
よ

。契
で該

。ま当

る日に

庁単

育の

教り

だ期
た約 田

下
長
局
育
教

志）

後価

者員

イ

階
２
庁
支

る捨税

落での

をた業札あ一 分 額て事

加金者者る部 の
とかに

と 。

る提東 うう

算額で

な目

どし丁 す ）

か出２

第るう

開に入

当契要そ号ア

月

げ金 書札 り掲札落

約 た

の時決 単る額 作

の札 の

で

て者

れた

さし

価入等

１

８９

い

成札交交の

平入落北項

説規

札海
道

書に の 付付財 年明定 者

延
、を
し間

海のよ
務 北

６７

算長
予

契

開開札連の

入入一こ
達を 札札証調約

札保の

治
清

は契含 保金 札
入

っ申税

し）あになを免

もか当たし事

たをる相

る者

額っ免す者出業

金
て税るは
落とい

当落事金、こが

価者を札。る

該札業額

だき

額格で入決たと

金

る書後しは

にとあ札定

共

円るかに速、、

１す

に

成に定
未のを記や落

い当 を及係 のおに ）札

否他こ消

てた もびる 要

公税

２て ての費

、っ っ

にの

規、 札告等

には 入

定入

る書 効め扱

す札 有定取
札
格記 入入

資に なるい

方則 道交り

決規

を載 札

教付定 定 場
関所法法た
昭 育にめ 方

後す予
和 庁

価
年 志る定

項海海の格
北 教事北北

道 局道道場

海 育

田育で月
規 告虻教所１

付た
第 第郡庁交当

則 示
１倶後

連

免に一 証 場日、約む
る調

所時金すすの

除関
項契

。事達

る

と
送）同同の

郵。にに約

るの

よ。。ち

にじじう

虻画平
時

日
場最

講田総成

堂郡務
知）８

」倶課年

載か札同

送町１

郵安月

の、わすに者企

満で問

費共体

端入ずる消が業

に見と税同消

数札、こ

業税

あ参積。等企費

が
とすっ課体等

る加もの

二 きるた税の免

二 は者１事場税

九

当者で業

、は月業合事
っ申

の消たであ者

そ、

限関
有さ にに

端費りあ

い金 。る
なた るす

しれ

たに
のに し件

者額 ）条
入金 を反 た該 者違 し当

者入 、の 札た 札額 落し
財 と札

すは分 務

安教るの
号 号知志すり

下 北局価
以 町育。単

。

１企）

務限 務 東総制 財 条画の
囲 」 目範 則 丁課の 規 ２

はの 合初

最 うで い内 と

係 成

に 平

約 、契
る

公

月の

７札

年入

よ１
に北日

ま
日告

丁午

合２
場東）

る条水

、目前

は
郵

教
号道
番海

便北時

育

、書

数税のるて出

－庁

額に約免そを

金等契か

額事構出

を係金税の提

の 規

り課の業成す

切る

効に 第 。無５ 則 る、

相 と

）低 。

。
各るす

す 条当

価 第の
格
条

後

こ
の

着
必

に
で

第１

志
道企

海局
北育

教
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適成調パパ調

の平入

定

達ーー達

札

用

ナす 付

を年をソソを に

け月るルルる

受６すナ
物ココ物

す
る る
。日品ンン品

北 海

北

次な 海

のお 道

と、 教

おこ 育

りの 庁

一入 空

般札 知

競に 教

争係 育

道 公 報

．． ．
．

第

イ

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

本契行説

に日び執札 在

お

号

る契
ア

平こ約名

成とに
十。関
三す

年る

六

のュュの

等ピピ等 事

事

等

称タタ様

名ーー仕

項

札

量式式入

数１１

び
及

４説 １

海当××書

北月台台明

道た３１及

入る 局

札調 告 道

達 示 教以は 第

育下、 ３
号 庁入

空札年
」４ 知と月

教い
う日 育。マ

て通は、書

い国約は明

用調開よ

使貨、公に

地

る手る。

郵電す達する

号語の

番番言続。

便話
及停

号

び止

通等

貨が － －

有 －
月務

二を称

十担

九当

日

の育
織教

組道
る海

す北

金

称後
名庁

曜

要

教り校校び

び教
及志

庁単求

育の
科書

知）業様

空価職仕

戸

。

長る

局よ

育）に

教
塚

局）ラ
をケ 告実シ

示施ュ
すで
る作
。成
さ
れ
た
政

達
調
府

り
得 北

る

田線 虻内 道。

海
郡
倶

条
１
北
町
安
知

日

課
務
総

画
地企

在局
所育

４５
隆

約海海札入入

契北北入
札札 項岩教行

条道道執

す
関
に

沢庁場 を見育の

る

申査

は審審

者のアイウ

請請

かを請を

ア査申申

３

ウ請類っ

ら申書行

るあ条
こ付条 道当こ当る件こ

を調と一の の が該と該

う達証達。般５ 入 行調

丁
２
東

指物明物競の 札

２

目

にい成

契札の平

入次
参ず
すに北

加れ年 約

場日 市空所 示

入入
納納

所時

条教び 場
８知及 す

平

丁企
５局時

所西育日

目画北室

成 － 総海
北 務道

年 海 課岩

７
北 空 沢月

道 見
知 市

な提と

ましのた のの

海

法先は

にけ出き

時方 で

査

るな審

めば、

定れ期

便海結

とら平申け郵北

書ば番道果

こな成請れ

ろい

育申

に。年類な号教を

よ７のら

庁請 り月提な

争２ は

、３出い－空者

にたに入の 、 名品し品

定 方 争関者関札規 地 競

あ、加に 自 入しでし参
法 に迅る要資よ 治 札、

仕の条 施 関速こ求格る

るア。様審件 行 すなと

一

指フ書査付 令
競 和 をー記般 昭 名タに

停サ載

に当告

者該道 期るも海

要る第

間必す示

なこ
。に

ウエ平の成資と号

格 成範
囲年規 北北
９で月す

海海年内８定
る

道道
深夕月、
日物

平アイ

日所
期場

川張１

北北

成

川

月美滝

９道道

年海海

庁 条道 支 ８日

１唄

丁庁 階 ５） 育 ３ 西火 教
知 目午 空 ）
教 郵前

北
教よ企 道に局 海時 送育

に

空合務 庁場総 育る画

知 ２日先。

教通 のかの
ら指育知

示北局す 及

よ道画。

び日に海企る

ま

課

掲作見務

にでり岩総
条

資た８

るし市

げ成沢

の争
有書５

を請西

格申

止ー
れス件札 政 さビ要入 年

いメをあ 第 て・等で 令

なン満る

こナしで 。

いテたの 号

。スい入 下

とンて、 以

のる札
加 」

制と参 令

体こに 政

限の

東高日のを品

がを

業養ら、度賃

商等かア
成及契借

高護平イに貸

び約の

等学
学校

を

３は間格

校年ウ期資

成延有

月平を
長す 日

こと

で８るこ

ま年する

業業

日工工

。月

校校
学学

）等等

土高高

二
三
〇

局便
育郵

教、） 知は課

るを目

す類丁

議号
会番

し と

かな

うし

ど出

か提 さしうう

備明よ い

整証

第る

て者す ）

れたと 。

と。

いで

た

得

、エり

し、有

だ日が
。

算平る

予は



る契契日

アイ

平 こ約名所約本

成 とにの語

十 。関手及

三 在 す続び

年 るに日

六 事お本

北 海

者員

アイ

る捨税

落での

た業札あ一 分 落額て事

決加金者者る部 の 札を

とかに 定算額で

申税

にし）あになを免

当たをる相っ

道 公 報

９

に入

項当契要そ号

１月
書札 規り掲札

約 のた開

に単る額 作

の 定のげ金
札に

成に よ価入等 の時

定を及係 のお り）

第

６７８
海 札札交交

入入入落北

付財 証明者 札道 保説

札
決規 はの 保務 金書の 付

免付 証定 場方則 、交

号

場日
札札

開開

月 務い国

二 を称地て通

十 担、貨

九 当使

日

る海便話す

す北郵電用

織教号号言

組道番番る

の育語

金 及 名庁

び － 称空－

曜 通 及知

貨 － び教

出業

た金もか当たし事

るはる者

っ額っ免す者

てて税

とい

は当落事金、こが

を札。る

、該札業額落

格で入決たと

入金価者

書にとあ札定だき

札額

、、

に１する書後しは

記や落共

記円るかに速

で問載か札同

載未のを

れの、わすに者企

さ満

他こ消

て めもびる 要い

税

２ 予ての費

、 たっ否

の

規 価札告等

に 定入公
定 格に
す 有定取

資 月なるい

る １効め扱

にに
を た札札

格 当入入
し の限関

有 り

金す関所法法
昭 除に方

るす

和
年 。る

場

海 項海海の

北 事北北
見育で

規 岩教所

道 道道
市空付

第 沢庁交

則

所時

。 条教る

号 ８知す

と
じじ

送）同同

郵。にに

は
合

場
る

よ。。

に

日 所育
在局北

見線 総岩内 画道

地企海
務
課沢
市

る消が業

目
丁
５
西
条
８

札、こ費共体

た端入ず

額がに見と税同消

金数

業税

にあ参積。等企費

すっ課体等

当る加もの

税 金きるた税の免 該と

月業合事 額は者１事場

そ、当者で業 の、は
の消たであ者
て出 の
端費りあっ申 分

等契か、書 ５
数税のる

条
い 価。る

な 単るす

金

制たに
の のし件

者 ））

し 入 のを反 た 限者違 し

内者入 、 囲札た 札 範落

、 規 最すは 務 でと札 財

以 西育。

の。無 則 低る

丁企

下 ５局

」
則 課規 務務 総財 目画 成

平
、

）
。
う

い
と

月
７

年

２

に
で

ま
日

ず
にい

契納納札の
入次

を に

すに
加れ 約入入参

金税の提 相
額に約免そ

す

切る額事構出 当
を係

協１

すり課の業成

成調パ調

おの平入

な定

達ー達

札 、適
こ用

ナす 付

のを年をソを に

札け月るルる

入受６す

価効 第

格と
す 条
。

１各る
北

次 海

の 道

と 教

お 育

り 庁

一 上

般 川

第
第

条

．． ．
．．

こ
の

着
必

ここ詳

のの細

入入は

期場るも

及の入

札札、

間日所必す
に当
者該 期

のす平北資と
なこ

要る

道

成範る成海格。

平
囲こ

９でが９別

年内と年士

１平り１業

月、有月商

物コ物

す
る にる

等ピ等 事

係。日品ン品

達名ー仕

調項のュの

る

び

、及等

は称タ様

数１

４札

年量式入
説 月１

北月台明

競 教

争 育

入 局

札 告 道

示 教以 第

育下 ５
号 庁入

上札
」 川と

教い

書

約は明

契行説

び執札
する

調開よ

、公に

は、
等
止

停
の

続。
手る。

達

る校

日成得日高

か
月

平８）校

ら年。土学

成
３を
年日

二 月限

三 度

一

当書
。契
で該

ま当
日に

マ道た及

日海

ケ育の業要

ラ教り職び

ュ上価）仕

シ庁単科求

成育に

作教書

で川）様

政河

た。

れ長る

さ局よ

府
う 育。

局）
を 告実

示施
す
る
。

だ期
た約

。
る

得
り
有

が

調村

算長
予延

、を
し間

る
す将

関
に猛

達



６７

の

札連の告名

入入一こ公
予及

札保の契の称

開開

金達に定び 札札証調約
約る期量

は契よ時数 保
免に調 証 場日、

北 海

５
教行

道執
海札入入

北入
場日 上所

庁場
育の札札

川及

道 公 報

４
査道
約 審海

アイウ契北

請請項 請を旭
条 申申申

示 のの類っ市 を 書行川

提と山 す

のた永

第

３

者か るあ条

はの

こ付、審 条 こ当る件こ

を調と一ア査 の の と該

の 札 証達。般かを ５ 入
争ウ請 ２ は 明物競ら申

たに入まし の 、 し品

号

平道当

平成が該

成行調
十年う達
三北指物
年海名品
六道競に

時金すす後月

除関達１
り

。事おた

るるに当

所

項い
達価

同同調単

ににての

れ
さ

定
予

。。が）

じじ

と

企
局時

育日所時

教び
画北３北平

）

階 海 総海成郵。
送 道 務道

課教年に 旭

学育７

議る 市 校庁月 会よ 川

場 永 管上

係教合 山 理川日 室
６

所条

出き６ 場 時方

郵は

期法先は
、

平申け郵北査目

審丁

成請れ便海結

書ば番道果番

ら育申地 年類な号教を

６の

庁請 月提な
出い－上者
川に 日先。

教通 かの

け 定 方 者関札でな 規 地

、加定れ に 自 でし参に
る 法 る要資めば よ 治 あ

のとら 条 施 こ求格るな

令 。様審こな 件 行 と仕

一

書査ろい 付
り 競 和 記よ 般 昭 にに。

載
の、 争
政 要２ 入 年

月告争関

二示入し

十第札、

九に迅

日

フ

規るア

にすな

号関速

す名タ

定指

金

物停サ

るをー

曜

物
る

い
て

のさビ

品止ー

び
及
量
数
、
称
名
の
等

品

局） 送、 条育水

に
る 目画午成 よ 丁企平

総前

場年 務
、月 学 は 地

７ 課時 番合
校

番 道ま 理 便 海日 管 郵 北

指育知

川に ） 号 上で 係

に海企る

７示北局す

ら
よ道画。

月

市課

ま作川務

日り旭総
６管

た山校

し永学

で成

係

請条理

申
書

で 令 件の 札

を目

類丁

を及 あ 第 等
満び る
の 号

下

て掲 、 以

しに で 。

た
るる 札

いげ 入
加 」

と格 参 令

こ資 に 政

明す よ い

証有 し と

をを

日

ン

借いメ

貸て・

賃れス
とン

格こナ

資いテ

のな
こ制

る体

すの

有。ス

を

札
入
の
そ

備

。整

とが

本のの

契契日ここ

アイ

札

にの語入入

約名所約

す続び及の

関手及札

合必

庁の

－ 同着
こ 舎

者員る

イ

る捨税

落でのこ

た業札あ一と 分 額て事

加金者者る部。 の を

とかに 算額で

提
な地 し番 出

開に入

当契要そ号ア

月

げ金 書札 り掲札落

約 た

の時決 単る額 作

の札 の

か と 。

しる うう

価入等

９

で第るう

者ど す ）

た

１

８

海 平札交交の

入落北項

明定 者道 成説規

札
財

のよ
務 年書に の 付付

い
て
れ
さ

ソソ定 ーー
パパ
予

アイ

契行

るに日び執 在 ナナ

は、

務い国約は

事お本

担、貨、公

を称地て通

北郵電用達す

当使調開
続。

る海便話す手る

す
教号号言の

組道番番る

の育語停

織

及止 名庁

び等 － 称上－

っ申税

し）あになを免

もか当たし事

たをる相

る者

額っ免す者出業

金
て税るは
落とい

当落事金、こが

価者を札。る

該札業額

だき

額格で入決たと

金

る書後しは

にとあ札定

共

円るかに速、、

１す

に

成に定
未のを記や落

い当 を及係 のおに ）札

否他こ消

てた もびる 要

公税

２て ての費

、っ っ

にの

規、 札告等

には 入

定入

る書 効め扱

す札 有定取
札
格記 入入

資に なるい

決規

を載 札

頃付定 定 場方則 月交り
和 関所法法た

昭 にめ 方

す予
価
年 る定

海 項海海の格
北 事北北

道 道道場

則 川育で月
規 旭教所１

永上付た
第 市庁交当

ピピ期

ンン
ココ時 ルル

式式
１１

タタ
ーー

ュュ
８

通が 及川

貨有 － び教
所育り
得 在局北

る

線 総旭内 画道。

地企海
務川
課市
学永

理条
管６
校山

者企

満で問載か札同

係

ずる消が業

の、わすに

消

数札、こ費共体

端入

。等企費

がに見と税同
等

る加もの業税

あ参積
るた税の免

とすっ課体
業合事

は者１事場税

き

者

そ、当者で業

、は月
費りあっ申

の消たであ

す
しれ 限関

有さ にに

端
額 ）条
い金 。る

なた る

違 し当 たに
のに し件

者

額 落し 入金 を反 た該 者
者入 、の 札た 札
財 と札

すは分 務

。 ６教るの
号 山川すり

局価
以 条育。単
下

丁企）

総制 財 目画の
務 務限

囲 」 学範 地則 課の 番規

係最 う 理で い 管内 と 校

校校
２１

××
台台

等殊
高特

二学教

三校育

二

課）
通校

普学
諸

目
丁

、書

数税のるて出

地
番

額に約免そを

金等契か

額事構出

を係金税の提

の 規

り課の業成す

切る

効に 第 。無５ 則 る、

相 と

）低 。

。
各るす

す 条当

価 第の
格
条

）

第１



の平道当こ当る

次るあ

平 い成が該と該こ

成 行調を調と ず

十 れ年う達証達。

三 に北指物明物

年 も海名品し品

六 該道競にたに

北 海

１２
に

札調パ調納納札

入入

入入 をソを参 に達ー達

するルるす

すナす加 付

ン品者 る期場 物コ物る

品

道 公 報

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 教

おこ用 育

りのを年 庁

一入受６ 留

般札け月 萌

競にる 教

争係。日 育

第

．．

号

．
． 詳
細
は
、
入
札
説

月 当告争関者関

二 す示入しでし

十 る第札、あ、

九 に迅る要 こ

日

すなと仕

と号関速こ求

定指フ書

規るア。様

に
す名タに

金

物停サ載

るをー記

曜

に 事

のさビ要

品止ーの

項のュの日所必

等ピ等

北資

称タ様な

名ー仕要
道

び成海格

及等平

数１
札９平

量式入年小

月台明１等

１９説月高

１及護

海当×書日養

北
道た

入る 局

札調 告 道

達 示 教以は 第

育下、 ３
号 庁入

留

」４
札年

萌と月

教い
う日 育。マ

明
書
に
よ
る
。

日

メを

貸て・等

賃れス件

資いテた

のなン満

借い
スい

をとンて

格こナし

制と

る体こ

すのる

有。

学

備明

。整証

とがを

こ

育の要）校

教り校び土

庁単求
学書

萌）護様

留価養仕
。

長る

局）よ

育校に

教
浦

松

局

をケ
）ラ

告実シ

示

れ
さ
。成
る作

すで
施ュ

達
調
府
政
た

８
いで

て者

れた

さし

ー成説

パ予平札交交

入
明 ソ

の

ナ年書 定付付

６７

隆

ル

の

札連の告名

入入一こ公
予及

札保の契の称

開開

金達に定び 札札証調約

る
す
関
に

は契よ時数 保

５
道執

海海札入入

北北入
場

萌育の札札 留教行

道
４

市庁

申査
約 審審

のアイウ契

請請項 を請を
条 査申申

３

請類っを 申書行

者 条

は

入 一か の の 付ア 条 件こ
競ウ の 札 般ら ５

に

ン頃付 時場方 コ月交

タる

ーす

ュ期関所法

ピ

道道場

項海海の

事北北
庁交

萌育で

式留教所

１

市

日、約る期量
台住留付

免に調 証 場
時金すす後月

除関達１
り

。事おた

るるに当

所

項い
達価

同同調単

ににての

留所

定
予

。。が）

じじ

時

江教び

之萌及場日 住

平

丁企
２局時

町育日所

目画北局

成郵
送 － 会 １総海
議 番務道

年に 室 ２課留

７よ 萌

場 北 合 市月る

同 住

提とす

しのた示 のの

海

先は所

け出き場 時方 な

郵北査

な審

ば、

れ期法
成請れ便海結

ら平申け
書ば番道果

な
い

ら育申

。年類な号教を

６の

庁請 月提な
出い－留者

規 地 入で の 、 争ま ２ は
加め に 自 参定 定 方 札に

条 施 格と る 法 資る よ 治
査に 付 令 審ろ 件 行 のこ
一

、 競 和り 般 昭よ

育。

１江教る

×之萌す

丁企
２局

校町

科番務

通１総

普目画

二 ）２課

三
三

名
の

等
品

物
る

い
て

れ
さ

は 道 庁 之日合

量
数
、

称

舎 江
階 ２）７ 育 ４ 町金、 教
留 ） 丁月 庁

目午 萌

ま 教 郵 １前日

番

に に局 ２時で 送育
総 海着 る画 北分必 よ企

萌に

教こ 合務 道の 場

日先。

教通 かの

る

７示北局す

ら指育知

よ道画。

月に海企
市課

ま作萌務

日り留総

請町

申江

た之

し住

で成

２ 争

書２

札 政の 入 年

び あ 第及 で 令
る

下

げ 、 以

掲 で 。

に の 号

資 札
る 入

及

有 加 」

を 参 令

格 に 政

） 育と は課

札
入

の
そ
び

教番
萌便
留） 郵

庁。 、

出番

提１

を目

類丁

育号

う
る よ い

す し と

な
し２

るか
う す ）

ど と 。

か う
第



支
の

党
政否同同同同同

て川

自政伊伊だだ小

部
由治達達て

北 海

政でか

支か

契のるの

アイ党あ

在 す
関

に部否別

約名所

事
る政

道 公 報

者員る

イ

る捨税

落でのこ

た業札あ一と 分 額て事

加金者者る部。 の を

とかに 算額で

っ申税

し）あになを免

たをる相

第

開に入

当契要そ号ア

月

げ金 書札 り掲札落

約 た

の時金 単る額 作

の札 の

に ）札に

成に額 価入等
当 を及係 のお

号

札海の

落北項
１

９
平

者道規

成財定
十務に の

三決規よ
年定則り
六

一也

民結忠忠忠忠勝

定

連新と旭留

主社一一一

地

北日合十歩川萌

党大

援域

海本後津む後

国会後別会後

道愛援川

援

札
幌守援

会の

南合紀

市連会世会

担
を称地治 務

一
第会

区

る海便話

す北郵電団 当
育

織教号号

組道番番体

のの 名庁

－ 称留－

名 及萌

－ び教

者出業

金もか当たし事

て税るはる者

額っ免す
落とい

当落事金、こが

価者を札。る

該札業額

だき

額格で入決たと

金

る書後しは

にとあ札定

共

円るかに速、、

１す

載か札同

未のを記や落

の、わすに者企

満で問

他こ消

てた もびる 要い

税

２て ての費

、っ っ否

の

規、 札告等

には 入公
定入 に

る書 効め扱

す札 有定取
札
格記 入入

資に なるい
れ 限関
有さ にに

を載 札

し

方 月昭め

二和 法た

十予

九年定

日

道
海格

北価
則月

規１

金

た
第当

曜

旭留

部
支

。の
号り

市

幌戸別川萌

札同同樺

北中新北４開

市郡市市
通町

区区央十１条運

南

２

川篠区津条

沿路北川東

８２町１丁丁

目・６

条条条字丁目目

所育

１６西中

称 在局北
線 総留主 内 画道

地企海
務萌
課市

た 住

が業

目事

丁
２
町る

江
之

、こ費共体

端入ずる消

費

がに見と税同消

数札
もの業税

あ参積。等企
の免

とすっ課体等

る加
は者１事場税

きるた税

当者で業

、は月業合事
っ申

の消たであ者

そ、
数税のるて出

端費りあ

なた るす

金等契か、書

し件
者額 ）条

い金 。る
た該 者違 し当 たに

のに

札た 札額 落し 入金 を反

者入 、の

財 と札

５ 則 る、の 規 すは分 務

。無

日

）
下価

以単
」範 則の 規限 務制 財の

）低 。最 うで い内 と囲

ツ１

丁丁２央５サ－

の

番 目目丁

地リ 目番 １

東ビ 地 －－ン

３北ル
ビ２ プ

スビ
レ条
グ２内

ロ北ル

出

所

２務

番
１

オ
リ
ホル

北

政が 海

あ平の 道

っ成

治
選資
た 挙金
の年所 管

で６

規
理

、月

正
委

金税の提

額に約免そを
成す

切る額事構出

を係
り課の業

．

効に 第

相 と
。
各るす

す 条当

． ．
． こ詳
の細
入は
札、

価 第

の入

格
条
第１

札

の語入

約本の

契日こ

続び及

手及

沼桜

号
岩林藤村形庭

丸小泉遠
二男助

茂

公誠清外英孝

在

法

充透二一

同 員

法日 会

第
昭
告

７地

和
示

条 第

の
年
法
２代 号

１

表 第第
律

者 項

海名 第
規北氏 ）
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管 社夫党連

理 協東十合

委 会胆勝後

員 振支援

会 連部会

第

陽一年

同旭同安太谷青

会後由

政太の之自

川住

済援会室

経後援党

治伸

会部

合支

連会蘭

号

民勤
由部

自武同

平主常
成党呂
十常後
三呂援

年支会

六部事
公 項 局

異
の
職
届

動
の
を

出
種

者
た

し
類

昭

金

形出野資

林尾生小

３の尊

和第命

律規部 名 法の支

年項重

に称

第定
基

、海 第
き北代加 ）

づ 号

表

そ道藤

の の選 条者
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管規 協愛愛政党

理正 会政政経北

委

目目

経経懇海
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２
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内各。他 委、るの 会部
、先

委お出 長種なの 員

と 本事用関

会採機 杉員

行 の７

容務は

公

。 目 所う 丁

告
原
表

代小

団地１
の 在２
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野 題定文年

道 公 報

次験
１

第試

専 作専

試 一一述 文門門 択択記

式式式 試試

第

験 方 ２験 試第試試 試
４

養 び 一試教 及
法 験次験

種試 内 般験

容 午事

号

１
第

平次 成
十
三
年
六

経、水情概
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１２２
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械工農

分工機施、

発

、開

産地械

畜農機

、

のわをで

野経農

業、

農

あなじ開 個でれ感公 、
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の試の

請次そ次そ

示１

内

験法験法 求試

）

号で代る

７

）
）曜

理 試こ）きな。土

、日

人 の 験第るお

採が 結

話日

た 用、 果条下電、

１参、曜

だ 試下 の第表

なて）

記文の要いり

開

つか

験に記専の

試章筆

、

格て３お

合いらな

掲

っー

発、たホ

示者は日

６

）知

。容的

る般

表で

終 験１ 建資受合第最

５
の発験

格試合

格資格次

土
。
る
す
知

有合 築格 調

代 き

不定不定 で 産木

水

者人

格理格理 る

合代合

成成 開平平

人者人

年 示年

期

月月月月

日日日日

のの 示項照は日

し 験記
び 法 結書 にの）が及

、

定等祝 定 果類 つ規。き

つ持 てにに日 代 にを い

りる除 人 い参 よよは 理

。 よ は上 、請く に ての

北午 合で） る 、、 不求

９ と開求 海前 格は。 請

はきてム

個時 な示は 道

ジ

験だ到ー

受るもペ

場

で

…号掲し上

所番け着
合

…み場いも

…の示な

よで合格

人阪所に所場
はの

委務り受に者

事事
会、う番、受

員所行験

無表格者
事北。号至験

画学法発 、者 計数築査

物、込表表 、・規申発

記…… 木理建書…… 土
工情施載…… 施・築

事

技項月月 報工

の
否 基真日日 術

・

産学

水数

、等木木 礎

報

業情

漁・

、理

般物

一

、

業礎

漁基

、術

源技

資

））））

間木月木金 経

結成 示１別の

開第個そ
び位

験及順 内試果績

次

情

開北書ー受支政

容の
行び地を報

海課及験庁

で、

総政第の除コ 示道

方な 情ら たき受 人か っ
限の 保後 者 にい 報午 験

て、 条時 請 っで 護５ が

頭験で 時 口受 例ま 求

開本 成間 未 で者 平の に
に 成 示人

請は 北接 で を又 年直 年

格よ、号

務海合に急番
事掲

、名者り人の

局道
支屋は認委示

各古に確

庁事合す員を

、務格る会行

北所通こ事う

海、知と務。

道北書。局

東海を合ま

京道郵格で

事企送通問

務業す知い

前前 築つ午午 建に））

設行時時 造て９９ 構い

建
、
造

構
築

建
、。 計う 技、

業計

漁設

、木

営土

水、

、理

術水

二産土 三製質 八

１支くー

水、

、学

造力

ー 場部報次庁。ナ

務情
法セ試）

文タの狩行

制ン験石の

験 道庁 る

求受 海来 あ

所 の 例る 合

る者 条す 場

す
が定限と

と法 第こ に

こ

所誘る書合

、致ががわ

北東、発せ

海京合表る

道事否のこ

画
計

築

。

大務に日と）

木
土

殖、

増量

産測

建
・



送
郵

平
成 申十 込三 方年 法六

北 海

初込おは

申申なに
欄

高任込書、っ 校給に申て 新は方必込く

事のこ ）、要みる 円 卒

用項際と

採法

道 公 報

９

人求決の初 日請を給次

こ

応すは任

の最事に定額
平

簿合員じる、

名終委
は合与成給 は格会て。

、者
原発、格

第

８

格北階支格こ 保資３合

定のを海〕庁かの 法険

行採験 代被証道のら試

険す務政用の 理保明総

で格 本者る部情ま合 人

法報

号

生
法 本証
定

受
人又
代

験
では
理

者
あ市
人

が
る町
が

請
こ村 求

月 験録るまと二 申地又場受で。十 込及は合験に九 書び簡は票到日

書達９し

の申易速は着
３い

定先留に月な

所込
欄の郵る日と

の」です

金 き

ちすとは 月

にう送こ

曜 ）

験ころ人

円受る。ご、

記写 初当前を、。 手

切

のは 給寒経入真 任、の

、要 ほ地等上必 の冷歴

送い 、当応郵な か手に

は、 養時て又が 扶、じ

参１ 当外算持第 手間加

住務れに次 、勤さ

と日任を４

則表各者年

か権績１諸 し）命成月

平１に現

、ら者順日

て
間事示の

成年知提在

４効教、の

年有・しも

員命

以な委任

月と育各

、類制コ者 人証書

降る

書ナ、 あ旅文ーは で

験 こ、籍課ー試 る券戸

行

分 を町本政別区 と市謄
長戸報にご 証村、情表

ンげに す等籍セ掲と 明

成 書発本タる作 るが抄

庁す 類行又ー支

すは

請 と長
求

す
を等
す

る
証が
る

場
明発
場

合
す行
合

に
るす
に

必
書る
必

要
類身
要

な

分 書

な 運証
書

類
転明
類

〕
免書
〕

証）
許等

日

を希。で委

手をとま事

りすお発会

は望なに員

別試８す務

、る、送事

地２予ま

表験月る局

級申以。問

初の日定で

験先に月合

試込降９い

居手るよ試

第に投７わ

当なと申の 手当こり験

通があ込験 、どがし受

手給。こ際 勤支るむの

る必 、れ。、 当さとは

権

票 当験 手受 末。ず 期

用警で

採・者手

の。会
体

す部身

対本、

に察は
種な

の各査

も・検

る長

簿会行

名員を

、委ど

で

札内る
の等っ当

用 定身民幌）採 法る住

補 理証の中候 代分票市

名 自書し区者 人明写央

に の））３簿 身等等北

法７載 転び西登 運及条

る 証代目れ 許定丁さ 免

険
保
被
の

険
保

康
健

、

道

る

１配か日せ

旅
、
証
者

旭
） 試記すこ 金

次達ん

町市市

安沢川 知見

倶岩 札函江
の
定 勉所 勤の 、

採

確）て

市市町

幌館差

たの者

しら用

定か

別試 方局て

表

、で員る験

身はま職い

体

初地 に申申採。

級 障込し用

試

健人庁。 、理

害書出試

験事 持３受会

館 康の別

試
区希局

験の験を務 参受

で 付にの分望ま 受票も

付込

受申

学
、
券

はとす

庁

支支支

志知川

後空上

部部

務務務

総総総

庁庁

課課課

務務務

総総総

部

〒〒

支支 務 海

島山

北事渡檜

事務務

総総 人局

庁庁 道

務務 員用

総総 委部部 任

〒〒〒〒

会課課課

札目
幌道

申 験 る験 の

第 あ中こ相

１ るのと談

次 方。コ

込 試 で受ー

験 、験ナ

地 試上ー

及 験の

先 び 当要人

申 日望事

込 に事委

先

椅」会所 車項員

般方い 間るす一る問 期

わ 平後真こ事は合

写る
」試せ 受成５はと務、

時、。
６に験の 験

つ地上 票年

そ月ま月い及、 は８分

は解し の１で以てび申

に、答込 場日）内

字間こ 発水撮点時む で

）影

成申先

平込

間法

期方
行

込」
受

月切ち

７にう

年書の
手
はを

日を験
ず望 ）ら希 月

北岩５旭

条沢目市目

１見丁川丁

東市永

２８山二 丁条６三 目西条九

市庁
中別
央館

函目檜陣虻 郵所区

郡

送省北階館６山屋田
倶

の略３市の郡町
江 場可条美

知

７４町安 の 合）西原差

住丁丁字町 ３ 、

内

内

使記局

をに務

子欄事
試

る、で

すし）在 用入

関地 受期に

ど付験

な受
人相

際にる

に中す

験間

８しに等と
て事談電 し

脱る一 る月たよが。 す

、験異 日帽受部 。３

きの

）半でる

金上がな

身

あ と正。、 日、るで 各

のじ 前きか 午向ら も面

験

３別試

月、る

８にす
地

日表
級申 ）初の 金

提

３第に

月験先

８試込

消試す

の次出

日１

内 ）） 内 内
線－線－線

） ）線）内）内

－線－線－ － － 話 の会時

望員随

要委に 時縦め ９

る務じ

あ事応

事 か４人 こ

印験る

横員 午、委 ら

申

）び。

効及と

有地



出にむる表

第

）識す

お 条普力。標示

自 次つの及る

い 通 にに
動 のい条びこ

て
で該。

原 二 １て例当と

定標 動 輪 号は

を

北 海

る 北

道。 海

路

道

道

道交

路平

公

路通

交成

安 通

交法 委

通施

法年

員

法行

施６

会

施細

行月

規 細

行則 則 則日

道 公 報

根

市市市

広路室

帯釧根

勝路室

十釧

第

市町

内走蘭河

稚網室浦

谷走振高

宗網胆日

市市

号

留
平萌
成市 十
三留 年萌 六機 車

め識 付 加
るロと記 自 原 えキるに

ろさ 車 機 。ワこ載 転 動

よた 」 大トにれ 等 のッ

当号 い さ下り番 と き以

原当 。

、も該を う

がの
を機原

排に動該 ）

総の

細

気限

第 の

則昭 一 道

の和 号 部
を一 公

正を北

改部年

安

る正道

す改海

委

則る安

規す公

員

こ北則員

を規委

会

総

庁庁庁

支支支

こ海会

総総

部部部

務務務

総総

〒〒〒

課課課

務務務

総

総総

庁庁庁庁

支支支支

部部部部

務務務務

総総

課課

務務務務

総総総総

〒〒〒〒

課課

支 月庁 二総 十務 九部 日

〒
課

務
総

金

曜

に転 。自機

量運 る付動

いる 又車自

つす ）転付

き は原に車 てと は等転

動取等 は 機りの 、 付付後

転るに ッ町 自け面 リ市
とや ル

車こ見 ト村

に道規

以とす 以特

規

布安第

公公則

則す委
員一

委の

。会）

る員号
う

田よ
の

潮次
を

長部

路２室目

帯３釧目根丁

広丁
市目市番市
常 東１浦

南丁３

条２町

３見号盤

内）内 ）） 内

浦丘 稚目網３室

郡通

内２走丁蘭号河東

市－市目市

北幸浦 末

栄

４条９町

広７町河号

丁西番
内）内 ））） 内 内

日

之－
住１

市目
萌丁

留２
町
江２

内 ）

これよ 、区
下さい 下別

格号含いに

のてう 定を

遊で平

の 遊のの

条務た
正 機技、成

適 技

化 の機同
に 定型則６

等 認の規年

正
改
に

及式第月

す
北 ２

海 一警

道 道部附察

公 路を則函

安 交次第館

委 通の３方

員 法よ項面

会

－線－線－線

施う中本

る１

別。は
の平路 ５表施こ、道 番

行 附

通 を中期規成交 」１

日則 則

中）は年法
施 字

－線－線－線－線

央、

第」長警

改交部隊道路

とが察

通方 第め
る警面

函川

察本 条。条い、旭

３１。館方

に部 の第う

本

す勝 中項）方面

関十

－線

中の面

為挙

第行選
るは

っ期

中あ動

条に運

関 各は中

のて間

す びに９
１
法 式す第

る 型関条日

検技項
律 のる

の定
和 等上規

昭 定術の

に
にり
法 す格よ

年 関規に

則合示
第 規適公

律 る
告 行に部

示 細改第交

第 通 則正
のす条課道

号

部。３」

一る第長

公

改」、

を項に

安 正を

す同委

」

る第項

規員 則条を

良成１細 城優平月行 藤

日則 運
」者７ら一

番転年かの

改許１行を

に免月施部

、新かる正

め更日す改
規

条ン施る

同セら。す

る機
２ーす則

第タ行

事動 中所に部

地い通

務警 央次在つ交
隊 良及をて機

を察 優項

北隊 理高 運び包は動

処

者３す海高 す速 転第括

道 警路 免項る道速 る道

定面察路 視交 許の方警

上警 新めに函交 以通 更

い方警 の察 セるつ館通

」公お

号、に

警隊 ンと

治

り挙政

削選る

を職け
の活

、法
て

るにし

げ定と

掲規動

」すわ

のり行

もよ

しす北

和い。道 ）

昭てる海 号
る公 第

年旨安
会 ４

家検員 第

国の委 条

安委 項

公定
営定

員俗長 検

委風員 の

」

則等い

規業潮 を

会

会

成、条

平に同

告 元」

年函に

示

。

道面る

海方め

北館改

会課

員通

委交

安部

公本

及を。一

項」るの
規長

びた部

、）

３良し正

第優だ改

を転第

項運
削者

新号

更１

。許に

る免条

長 タこて面察

ン加

セを

部長 官」 ーろは本隊 察

をよ海交が 」に 」に北

り道通、 を改

優、警課釧め
方 海同

良当察長路 北、

高部、面 道項

運該本が

察表

者速交旭に 警の

転

部方い 本５

免自通川つ
の

更車高面て 部号

許動

こる

のるれ
新国速には

がの

にとも

次
でを

号選。

４るく

第き除

二、挙）

四第運」

〇

る

及たえ

号の加

６動を

）

４規。

第の田 う

びめ

行

）及を

号制 ７
第を

則」

６業っ

第び

ーる

タえ

の道

）海

号北

め定

改規

に正

」改

海 下中

セ道道つ北項 以

タに交て道

ン等路い
察 察本

ーお通は警字 警
る本察海釧町

」け警北

にも
号る

７す
第に。

に げ又
掲の



代製う型式の概

３

平 造事成 又業遊遊型製 表

十

造 は所技技 者三

の検の機機年 査所のの式業

六

北 海

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

道 公 報

事

検検又代製う型式
２

名又業遊遊 表 定定は造

有請称は所技技 者 の申

のの 効の 者及検の機機

のび査所

第

製う型式の概要検検

１

又業遊遊型製型定

造事

機試年 造 は所技技式定

所のの験番 式業 検の機

月 査

号

称者

申名表 定は
検又代

種区者 氏 のび
の 者及

請

を在月 名行地類分名名二
十 代岡回遊ド山九 表山胴技リ佐日

遊のマ式

取県式機ル株
タ社

役口技認ス会

締浅

佐里及ー

郡機定

金

町型ン

野庄びキ

曜

住 期 者

一見の

慎里式グ

名名号日号間名所

番氏

平第公岡山 ギア

示山佐 成 ャル

の県株 ンゼ

日新式 年 ブ株

見会 ル式６

成高

コ会月号平市社

ン社

尾 ボ日

２年

住を在種区 期氏

月番 ６

遊

間名所名行地類分

氏

胴技

公東ア代鳥栃千回
県式機

示京ル表取木葉
小四遊の

の都ゼ取県県
子山街技認

日江株締米

東式役

市及

平区会市市道機定

田井鷹び

成有社岡和荒

明田

の型 年三町

台式 番 ６丁和

一の

号

を在種区番 者

月目生

平第

行地類分名名号日

埼埼回遊ダ株

成 玉玉胴技ブ式

県県式機ル会

年 川狭遊のチ社

越山技認ャロ６

市市機定レデ月号

南大及ンオ

新式

一中型

台字びジ日

名所名

氏住氏
目田の

丁
締

都会取

京式表

東株代

東オ谷

区デ
島ロ役

豊社
丁次

二鑛

袋
池澤

日 検
定

第
則
規
る
す
関

地に

番等

地

第
条
６

の

地

間
年
３
ら

か
）１ 日

１番丁検
に

）地１等

日番地目定

番 か

則

間規

年る

３す

ら地関

字検

第
条
６
第

等

番芝定

地

に
第
則
規
る １す 地関 番 ８

目

第
条
６

検又代製う

号
２

号
２

番

名又業 表 定定は造事

検 検

５

有請称は所 者 の申

造事
製う型式の概要検

式定 又業遊遊型製型定

又代
号
２

年 造 は所技技

表 定定は

概要検検検検
請称者 定の 製型申名 定

型式の
４

号
２

年有 造式

定は造事

検検又代製う

の申名又業遊遊型 表 定

検検
有請称は所技技 者

者及検の 年 式定 型定

要

を在 期氏 のび査所 効の

栃千

間名所名行地

氏住
式表取木葉

公東株代鳥

四

の都会取県県県

示京

役子山街

日江社締米小

東エ
小和荒市

平区レ市市道

明森田井鷹

成有コ

の

業 検の機機試

年三富町

番 者月 査所のの験番 式
分名名号日号

を在種区

平第

行地類

栃回遊ダテ

成 木胴技ブク

県式機ルノ

年 下遊のイコ

都技認ンー６

賀機定パシ月号

郡及クン

者及

木型式

野びト株日

氏 月 験のび 番効 業の 試

号間名所名

番氏住 期 者

平第公東テ代

名号日

山

示京ク表 成 佐

の都ノ取 株

日台コ締 年 式

東ー役 会６

成台ン河

社月号平区シ
東株田 日

の 者及検の機機

年三式

期氏 のび査所のの 効式

地類分名

氏住を在種区

代岡回遊ド

間名所名行

山佐表山胴技リ

公岡山

マ

の県株取県式機ル

示

技認ス

日新式締浅遊の

見会役口
里及ー

平市社郡機定タ

尾野庄び

成高佐

町型

第

号日号

番
月 験番 試

年

平
成
年
６
月号
日

台 番 ６丁美

一 地 月目雄

１番丁
番

）地１

日番地目

か
３

ら地

二 年四 間一

南定

字検

大の社

町式会

関

塚に

赤等
す

丁会節

６
第
則

地規

番る

６
月目社子

６
日番
）

間
年

３
ら

か号

慎里式
検 地 月一見の 番 ６
の定 日

す

ら関

か地に

）番等 １

第
条

６
第
則

間規

年る

３

号
２
第
条

号
２



定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

北 海

検検検又代製う型式
８

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

道 公 報

事
製う型式の概要検

７

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

第

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

号

型式
６

平
成遊遊 十技技 三機機 年のの 六

日号間名所

番氏住 期 者

平第公群株

名名号
マ

示馬式 成 ル

の県会 アホ

日桐社 年 ニン

生平 マ工６

成広

ル業月号平市和

フ株

沢 レ式日

月丁

ズ社６２

ン会年町

分

氏住を在種区 期氏

鴨

ぱ遊

号間名所名行地類

表知ち技

第公愛マ代愛

示知ル

の県ホ取県ん機

日春ン締春この

日工役日遊認

市機及

号平井業井技定

桃式桃び

成市株岸

町社勇町式

年山会山型

種区番 者

月１夫１の

６

行地類分名名号日

を在

平 兵回遊マ株

成 庫胴技ジ式

県式機ッ会

年 伊遊のク社

定クマ月

丹技認スエ６

市機

北及エ

丁の

９式

丹型

伊びア日

間名所名

番氏住 期 者氏

第公兵株代

名名号日号
平 ナ株

示庫式表 成 イ式

の県会取 ト会

日伊社締 年 ジ社

丹エ役 ャエ６

成北赤

スレ月号平市マ

テコ

伊松 ィ日

区

月丁治

６９泰

ス年丹

種 月類分 二
十回遊 九胴技 日

及
機定

技認
遊の

式機

金

型
び

曜

目

の
式

軍
団日
）

検

間
年８
３の

ら地
か番

丁丁

等

日目目定

）

に
る

３す 地地 ら関 番番 か

目検

第
条
６
第
則

間規

年

定
規
る

４す

の関

地に

番等

目

第
条
６
第
則

日
間
年
３４
らの

か地
）番

日

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検

第
条
６

製型定

型式の概要検検

１

年 造 技技式定 遊遊型

検検検検又代製う
イ
号

又業 定表 定定は造事

要

請称は所 者 定の 型申名

号
２

年有 式

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

定

型式の概要検検検

９
技式定の 遊遊型製型定

事

代製う
号
２

年有 造 技

機機試

は所 者
又業 表造

区番 者月 のの験番 式業

平第

類分名名号日号

種
回遊ダ株

成 胴技チ式

式機ョ会

年 遊のウ社

技認クダ６

機定ライ月号

及ブド

の 試者及検の

型
びー日

期氏 月 験のび査所 番効
名所名行地

番氏住を在

第公群株代群

号日号間

平

示馬式表馬 成

の県会取県

日桐社締桐 年

生ダ役生 ６

境ド毒境

月号平市イ市

成
野ー島野 日

の 者及検の機機

年町町

者 氏 のび査所のの式業

類分名名

氏住を在種区

群ぱ遊フ株

名所名行地

式表馬ち技ィ式

群株代

社

県会取県ん機ー会

馬

認ー三

桐社締伊このバ

崎技定も共

生三役勢遊
びの

境毒市機及の

市共

機機試

町和型け

野島三

期 者月 のの験番効 式業

分名名号日号間

種区番
平第公

類

株 ぱ遊

示 成 式 ち技

の ん機・会

日 年 この新社

遊認綱平６

成

技定取和月号平

機及物
び語日

年

地
を在 氏査所

の検の

型

締桐

取県

表馬

代群

名行

の
式

町

島沢

中広
市

役生

第
則
規
る

す
関
に
等

定
検 目

月丁治丁

６六廣六

６

目
日

間
年

３
ら地地 か番番 ）

六秀町式
の 丁行

検 目

番定

地等
第

則
規

る
す
関 地１に 番

の月

式６

６

検
す３

関ら

にか

等）

定日

潤丁
２

６
第
則

規間

る年

目
の

地
番

二８ 四
二

条

イ
号

１
第

条

号
２
第

条

イ
号
１

第



大

路許平

道免１１

転第

交取成運

平 転型 通得

成 法者年免自

十 教６許動

三 昭育月取車

年 得又 和を

六 行日者は

北 海

公
道

海
北

の概要検検検安 定委

定の 型製型定

員

造式会 試年有

告

月 験番効 式業

示

道 公 報

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

番効の 者及検の機機 有
のび査所のの

第

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

号

申名表 定定は

検検又代
び 効の 者及 有請称者 の
の

月 年う教普

二 法者育通

十 律のの自

九 第認課動

日 定程車

をのの
の 第た分転 ）し区運 号
。

金 経

条験

曜

海少

の北が

番期 者

第 名名号日号間

号 平第公 ビ株

示 成 ッ式

の グ会

日 年 フ社
ァユ６

成

イニ月号平

トオ
ン日

種区 期氏

ー月

シ６

マ年

所名行地類分

氏住を在

公東株代群回遊

号間名
示京式表馬胴技

第
の都会取県式機

日千社締桐遊の

代ユ役生技認

海相及

号平田ニ市機定

外ン老生び

成区オ
田シ３式

年神マ澤町型

区番 者

月六ー裕丁の

６

地類分名名号日

を在種

平

行
群回遊ダ株

成 馬胴技チ式

県式機ョ会

年 桐遊のウ社

定ライ月

生技認クダ６

市機

境及ブド
ー日

期氏

丁の

六式

町型

野び

公群株代

間名所名

氏住
社締

の県会取

示馬式表

生ダ役

日桐
野ー島

成境ド毒

平市イ

月丁治

６六廣

年町

日

に

第安者

２公い

の道な

委る

の会す

項員対

１委

り潮

よ
に長の

定員も

規
の

次田

、

ナ 目検

間
年
３

ら
か

）

リ日

丁ナ

に

）５宿等

日目リ字定

か番

関

３ 年る 地 ３号す 番 ら４

定

目検

第
条
６
第
則

間規

等
６
第
則
規
る
す

関 地に 番

目

第
条

日

お
と

間
年
３
ら地 か番 ）

表請

代施所課申

１
運
り

２

のの の在の 者者

設程

型の 施所課申住 大も
る

の の在動の者 自 設程請

施所課申住代
３

号
２

二

の 者者者

設程 表請表

代 住

１２

号
２

ののの の在 者

設程 表請

代施所課申

請

課申住

のの の在の 者

称称

氏名 名名

の の者

程

輪式

井北札二株

名称地
東安社

田道市車会

海幌

自北運ツ

正央区全マ

中

転ダ 彦動

ナ車

学東ミ動

車条セ自

所 輪名 名名

丁ー教

校１

白二株札 、
車 称地称称

会市 通 野老輪式幌 普 萩

動 動白安社東 自 自郡車

町運海北 二 車老全北区

輪 学
校字転道

山育央東 又 石教中条 車

コ自１ は
原

名

氏名氏 名名

番ー動丁

名称地称称所

平輪限老

西赤赤四有白

社白

出自市ペ会郡橋

平

町

勝車赤パ萩老

動字ー
ド自字譲

学平ー野

利校

ラ動石

地イ車山 番

バ学

称称所

氏名 名名

ー校番

平

横夕夕ペ西赤

名称地

川自市パ興市

張張ー出

車和ド株赤

動平ー業字

ラ式平

孝

教

一習番イ会

講平地 ー赤番 所地バ社

ペ株夕

称称所

名 名

習自

和

ー社平

パ会市

ー式張

ド夕

ラ張

教教

ー車

バ動地

イ自番

石

番白

１所

目習

育習

動
自
央

号中

二 車四 学三

の学１ 機 地ス車目 動

園

自 ５校番 付
が

験
経

の
転

運
の

車号 転 校
学

車
動

５

育の

教地

少
す

対
に

者
い

な

所



設 請表

課申住代施所

６

名名

のの のの在 者者

程
称称所名称地

名氏

北 海

請表

所課申住代施所

５

のの 在のの在 者者

程設

称称所名称地

名氏 名名

地

道 公 報

設 請表

所課申住代施

４

名名

のの 在のの 者者

程

地称称所名称

名氏

第

請表

施所課申住代施

３
の の在のの 者者

設程設

称所名称

名氏 名名名

の

称地称

号

住代
２

平表 成者 十の 三氏 年所名 六

式幌工幌

セ株札浅鉄札

西地西

フ会市井団市

ー

動発

ィ鉄区哲自区

テ社

ラ団寒夫車寒

・工発

学 イ地

デ自条園条

ィ動

１１

グ学目目

ン車丁丁

幌

札自株札織手札

教園

会市田自市

幌動式幌稲
車稲

中輪社手動手

市二
原稲区学区

央、手稲恵

置置

南付恵星憲校星

区

安新

西運動条条

条全自２２

丁教学丁丁

１転車１１

原社札高北

目室園目目

法市田本

幌付団幌日

札

央迪動

豊全人中自

市安

允学

区転日区車

平運北

校

月教本南

寒室自

丁

条学１

２車西

東動条

園

幌

白札二学札谷札

丁目

車法市内東

石幌輪校幌

昭動

央白安人豊自

中市
区運内区車

自石全谷平
寒校

車本転学月治学

動

２

園通室札東

学郷教園

丁東条

２幌

目自

南動丁

月札横 二幌 十市井 九中 日

条
２

北久

区
央

金

１
東

曜

室番番

目
丁

号号

１

１１

番番番 ４番

目１

号号号

番

号

校番

番学４

５車目

号

号

号

日

地
番

１

設程請表

施所課申住代

のの の在の者者

表請表

代施所課申住代

のの の在の 者者者

設程 請

代施所課申住

８９
の のの の在の 者者

設程 表 表請

住代施所課申住

７

申

のの の在の 者者

設程

名氏 名名

の の者

程請

課

二株浦古

称地称称所名

会郡川

達達輪式河

伊伊

河節

動館安社浦

自市車

子

学町運河町

車山全浦

転自東 校

学し

地室車う

番教動町

所名

氏名氏 名名

校お

８

苫普株伊織

名称地称称
会市田

小小通式達

橋苫

山恵

中市動社館

牧牧自

自中輪新町

浪野新二恵

憲 蔵動野車自

学２原車地

車町・動番

名名

目機園

校丁動学８

株苫

名称地称称所

氏名

牧

志志輪式小

泉歌歌二

自市全社市

谷内内安会

珠転小中

和動文運苫新

教牧野

車

美学

自丁

地野２

校番室中町

地称称所

氏名 名名

動目

砂山砂砂二財歌

所名称

市車法内

川川川輪団志
文

東動東安人市

市本自

条運志珠

５敬車５全歌

条一学

北郎校北転内

丁丁育通地

８８教交番

目目安

団

二財

称称
名 名

１１全

自

ー川

ダ砂

イ人

ラ法

輪

丁
２

園

育学

教車

転動

運

番
４
目

付伊

号

車動

地転自

番自達

室
教

転
運校

全学

号安車

車
校地

学番

号号セ

１１導

番番指

号

ー
タ
ン

二
四
四



代施所課申平

設程 表請成 者者十 のの の在の

三 氏名 名名

年 名称地称称六

北 海

程 表請

住代施所課申住

名名

のの の在の 者者

設

所名称地称称所

氏名

道 公 報

請表請

申住代施所課申

のの の在の 者者者

設程

称地称称

名氏名 名名

の
称所名

第

設程 請表

申住代施所課

氏名名

ののの在の 者者

称所名称地称

名

号

名名

の在の

設程

施所課

称地称

月 中千千普株二 歳歳通式十 里自市自会九 動真動社日

・自

学地輪庭

車々二恵

目付車

丁原動

豊校２

金

番転校

５自学

曜

織小小自株千

号安

２車

二会市

樽樽樽動式歳

小
新動新輪社真

市田自市

全歳地

光恵車光安千々

丁憲校丁運自２

２学２

教車目

目目転動丁

校番

番番室学５

苫岩沼苫セ社

号

号号２

牧フ法

式小の小イ団

株
社市自市テ人

会牧崎端

沼ー新

沼字正動字ィ恵

端ノ行学ノラ学

の沼車

ダ小

自端校端イ園

動

ー樽

ク動 地地 学ス自 番番 車

札横室室二

ー車 １１ 校

井中市車

式幌蘭蘭輪

株

自丁全

社中央八安

会市

車４転

ツ区動平運

マ央

目育

自２学丁教

ダ北久

課

動条園

車東

所目号

習丁７

教１番程

付

自郡機

河河動

浦浦原

東車

学町転

車河自

動浦

転

お運

し全

う安

町の

校

丁講

２

日

原
、校

ル学

室
教

転
運

全

地
番

１

室
教
転
運
全

安
付

番
４

目習

号

者者

設 請表

申住代施所

ののの在

程 請表

課申住代施所課

のの のの在の 者者

程設 設 請表

所課申住代施所

のの 在のの在 者者

程 程設 請表

所課申住代施

のの 在のの 者者

氏名

のの 者

設 表

住代施

岩西岩岩

称所名称地

名
会郡崎自郡

式内内内

株

町

岩内武車和

社岩動共

高野

自字司校梨

内町学

納

車台舞

動
学

名称地称

名氏 名名名

校

二株余織余余二

称称所

田自郡車

輪式市市市輪
全

安社余動余安

車会郡
町学町運

全恵市恵車市

教

転自富憲校富転

運新

６

室車町町室

教動沢沢

地

名氏 名名

園丁丁

学６

虻齊倶虻

地称称所名称

郡

別輪限田知田

江二有
社倶自倶

市車会郡藤安
車安

麻全倶知動知

大安
転安町洋学町

北運知安

教自字校字

町

室動比比

名名

学夫夫 地車羅羅 番

佐啓

地称称所名称

名氏

学

庭輪盛別盛

恵二啓江

黄安園大園

市車学市藤

運動北動

金全自麻雅自
学

６転車町人車

町
番教学

校

所名称

氏名

地
番 地室校

黄動

市本自

庭庭

恵藤恵
校

町学

金昌車

地
番

６

５
の

地 地番 番

二
四
五

余目目

市
校
学

車
動地地

自番番

校

地地

番番



設程請 齢 施所課申 高
３

名名 対の の在にの者 者
る 称地称称 す名

北 海

表請表

代施所課申住代

のの の在の 者者者

設程
称称所名

氏名氏 名名

の
名称地

道 公 報

設程 表請

代施所課申住

名 名名

のの の在の 者者

名称地称称所

氏

第

程 表請

住代施所課申住

名名

のの の在の 者者

設

所名称地称称所

氏名

号

課申 平
程請 成者 十の の

三名 名

年称称 六

野老ル校 の 萩白シ学 も

安谷

動白ー人

自郡バ法

校字運学

学町全内

車老

室幌

山教札

石転園

の動

地自

番東

平輪限老

西赤赤二有白

社白

出自市安会郡橋

平

町

勝車赤運萩老

動字全
教自字譲

学平転野

利校

育動石

地車山 番

学

横夕夕原西赤

の
地

校番

自市安興市

張張付出平

和運株赤

動平全業字

川

転式平

孝車
教

一習番講会

江二株夕

地
番 所地習社

市

別別別輪式張

江吉江

東安社平

市川自市車会

野史車野全夕和

東動

幌学幌運張

転自番 朗校

教動地

習 １１教 地地室車 番番

所

月二株 二輪式 十ラ会 九イ社 日

運車

全動

安自

ー別

ダ江

金

教校

転学

曜

５

校
学

５車

育

日

設 請表

課申住代施所

５

所

４

のの のの在 者者

程 程設 請表

所課申住代施 施

３

のの 在のの在 者者 者

程設 請表

所課申住代 住代施

２

のの 在のの 者 者

設程設 請表

施所課申 住代
１

のの の在のの 者

名称地

名氏 名名

の
者
表

幌

シ黒山高美札

称称所

バ産県橋が市

ル井形し

安株形自田

ー業山丘清

会宮渡車平

全式市動区

教２校１

転社町学岡

運

地

名氏 名名

目４

室丁条

札浅鉄札

地称称所名称

市

幌齢式幌工幌

札高株
社西地西

市運会市井団

発

稲者鉄区哲自区

手転

団寒夫車寒

区安工発動

星全

学 置運地

２転自条園条

条教動

称

名氏 名名

１室車丁丁

高株札織手

地称称所名

会市田自

幌齢式幌稲

札

稲恵車

中転社手動

市運

憲校

区安稲区学

央者手

運新置

南全恵星

車１

西セ動条

条転自２

所名称

名氏 名名名

１ミ

札シ社札高北

称地称称

市田本

幌幌ニ団幌日

札
自豊・人中自

東市ア法
日区車

動平セ北央迪動

学月フ本南允学

車区ー

校 校寒テ自
学１

２ド車西

東ィ動条

市内

幌
札谷

所名
氏

条ラ 条
２

東
寒
月治

区
平昭

豊

丁
１

番目 １１

丁学目目

号
１

号番

番番

目園

番

園目

丁ナ学丁

号
１号号

目ー

１

１

番番

イ園丁

号号

４教番

目ー１

丁バ目

番室

号

号

番
４
目

丁
号

二
四
六



所課申住代平

程請表成 者者十 のの 在の

三 名氏 名

年 地称称所名六

北 海

請表

施所課申住代施

９
の の在のの 者者

設程設

称所名称

名氏 名名名

の

称地称

道 公 報

請表

代施所課申住代
８

の の在の 者者者

設程 表

称所名

氏名氏 名名

のの

名称地称

第

表請

代施所課申住

６７

名

のの の在の 者者

設程

名称地称称所

氏名 名

号

名 名

の の者

程請

課申住

称称所

月 小高株千中二 樽齢式歳十 市運会市里九 新転社真日

２豊

２教歳地

光者千々

車目

目動丁

丁育自

金

校番

番学５

曜

浦浦熟社小織小

号

号２

法市田自

河河年団樽樽
車

動浦ラ人新動

自郡ド
バ新２学

車河イ恵光恵

目

校東ー学丁憲校

学町
町教園

う室小

し樽番

お自

伊高株浦古

丁車

２動号

会郡川

達達齢式河

織伊

節

動館安社浦

田自市者

町運河町

恵車山全浦河

転自東子

学

憲校

学し

地育車う

番教動町

歌歌高株伊

丁
２

校お

８

内者会市

志志齢式達

泉

全恵山

自市安社館

谷内
車珠運新町

和動文

転自 美学

８

地室車地

校番教動番

学

内

齢団志

高財歌

達
伊

園

志珠

全歌文

安人市

者法

運
転内

育通地

教交番

安
導

指
全

日

番
４校

目学

番
４

目

号

ー
タ

ン
セ

校
学

車
動

自

号

者

設程 表請

代施所課申

のの の在の 者

程 表請

住代施所課申住

のの の在の 者者

設 請表請

申住代施所課申

のの の在の 者者者

設程

の

設程 請表

申住代施所課 施所課

ののの在の 者者

称

氏名 名名

の在の

設程

限

西赤赤高有

名称地称
安社

出自市者会

平平齢

平運野

勝車赤全萩

動字

転自

学

利校

教動

氏名 名名

校
学 地育車 番

高西赤

所名称地称称所

張張張齢出平

夕横夕夕

安業字

市川自市者興市

和孝車和全株赤

平動平

運式平 教

番一習番転会
平地 習赤番 地所地講社

称地称称

名氏名 名名

自

株北佐新北高株

称所名

島者会

式広々札広齢式

社市自市安社

会島木幌

の運張

新西藤動西全夕

幌里雄学里転自

札の車

教動 園 自

室車

名

学習 地地 車教 番番 動

高

称所名称地称

名氏名

式内内内齢

株岩西岩岩

岩動共転

会郡崎自郡運

学町安

岩内武車和者

社

野運

自字司校梨全

内町

納教

車台舞転

動高

学

室

ル

千千シ

称地称

名名

校

々ド

動真ー

自市バ

歳歳

ー

丁バ

校２イ

学地ラ

車

番室

５教

目

二
四
七

園所 １１

校
学

車
動

号
２

５
の
地 地番 番



程請表

施所課申住代
４

名名

のの の在の者者

設
称地称称所名

名氏

北 海

請表

代施所課申住代
３

の の在の 者者者

設程 表

称所名

氏名氏 名名

のの

名称地称

道 公 報

請

住代施所課申住

１２

のの の在の 者者

設程 表
名称地称称所

氏名 名名

所

第

候に 施所課申 気者
る

４

在地すの者 、対 設程請
称 そも名 名名 形るの の

のの 称地称

号

住代 平表 成者 十の 三氏 年所名 六

別道限田

啓江冬有虻齊

転社倶

学市運会郡藤

盛

経知安

自麻未倶知

園大

自字

車町験安町洋

動北

者 学

に動比

す学夫 地対車羅 番 校

る校

別

後美美冬啓江佐

安番

自市安学市藤

唄唄道盛

運自麻雅

動字全園大

藤

町人

学唄転動北

靜車美

教車 雄校

室学

の地 地番 番校

道式唄

山高美札冬株美

県橋が市安会市

形し幌
田運美美

山丘清全社字

市動区転唄唄

形自

宮渡車平教自

町学岡室動

の

丁条学地

２校１車番

目４校

丁

道井 の 萩白冬黒 他

番目

全業 域 自郡安産 地 野老

転式 特 車老運株 の 動白

室社 に 校字教会 性 学町

じ 山応 石

た

の転 地運 番
月白 二老 十郡橋 九白 日

山
石

字譲

町
老

金

番 曜

１

育
教

転
運

全地

の
地

技
る

す
関 ５に

号
１

号番

し
得
習
を
識
知
び
及
能

日

表転 住代施所運

８５

５

申

７

す のの在関 者に 設 程 請表請

申住代施所課

ののの の在の 者者者

設 程 請表

申住代施所課

６

う
よ

ののの在の 者者

設

課申住代施所課

５
す
と

の在の 者者

程設程 請表

氏名

の在

設
施所

のの の

萩白能
技 所名称地る

郡橋自郡び 老野老及 白

町に 老車老識 白動白知

石石熟 字譲校字習 町学

よ 山山し
う

地称称

名氏名 名名

番番

赤西赤赤特有

称所名称

市条会

出平平平殊限

西
業字動字件社

興市出自

株赤勝車赤萩

道自

式平学平冬野

利校 会

、動

道学 地地 赤坂車 番番 社

地称

名氏名名

自等校

平

株夕横夕夕冬

称所名称

市川自市安

式張張張道

孝車和運

社平動平全

会

転

夕和

教 張

地所地習

自番一習番講

称

名氏 名名名

習
教

車
動

織余余冬

称称所名称地

運

道式市市市道

冬株余
余動余転

安会郡田自郡

経

運恵市恵車市未

全社

富憲校富験

転新町学町

町町に

育動沢沢者

教自

名

園丁丁す

学６６対

車

自倶

安郡

知田

倶虻

称地
羅

比

校字

学町

車安

動知

５５る ののす 地地と 夫

運

動）

の
も
る

す
対

に
者

対
に

者
験

経

校未

学転

車 安

余目目る所

全
安
る

す

市
車転

動地地運

自番番全

校育

学教

地
番

二
四
八

育
教

転
運



所課申住代
５

平

程請表成 者者十 のの 在の

三 名氏 名

年 地称称所名六

北 海

請表

施所課申住代施

４
の の在のの 者者

設程設

称所名称

名氏 名名名

の

称地称

道 公 報

請表

代施所課申住代
３

の の在の 者者者

設程 表

称所名

氏名氏 名名

のの

名称地称

第

表請

代施所課申住

１２

名

のの の在の 者者

設程

名称地称称所

氏名 名

号

名 名

の の者

程請

課申住

称称所

月 砂企株美後二 川業式唄十 市等会市藤九 東の社字日

雄

条転唄唄

５運美美靜

８者自

丁に動

目対車番金

番る校の

１す学地

曜 １安

川

鉄札職財砂山砂

号全

ド法市本自

工幌業団川

敬車

地西ラ人東動

団市

バ川条一学

自区イ砂５
丁

車寒ー自８郎校

動発

運動 学

者学１

園条転車目

浅

１号

目育１

丁教園番

幌ー式幌

織手札セ株札

社西

田自市フ会市井

稲

恵車稲ィ鉄区哲

動手テ

星ド団寒夫

学区・工発

憲校

置ラ地

２イ自条

条バ動
園１

丁教学目

１ー車丁

式幌

泊篠札習株札

目室

社手

自市安会市

路幌熟

区

キ車区運手稲

動北全

校路教恵星

ミ学篠転稲
動条

条自２

１室新置

子

６園目

目学丁

丁車１

８

北

等会市

業式幌

企株札

篠路

転幌篠

運札区

の社

す動８

対自条

に路１

者
全校６

安学目

る車丁

日 番

室
教

転
運 、番

号

番ラ
テ
・
グ
ン
ィ

号デ

１イ号

ク
ッ
ニ
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